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内田洋行が提供するサポートの主な特長は……
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「Future Class RoomⓇ」は、ICTを活用した
オンラインと対面の効果的なハイブリッド
環境で、国や地域を越えて知恵を共有しな
がら新たな価値を創出する協創空間です。

学校専用キッティング済みの端末をご用意�

ヘルプデスクにて
ご家庭からの問い合わせにも対応�

「ウチダあんしん保証」にて
メーカー範囲外の故障等にも対応�

専用ECサイトにて販売・選べるお支払い方法�
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学校・大学等教
育機関向け

学校・大学等教
育機関向け
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最先端のテクノロジーを
学べる

高等教育機関の
ブランド向上 AI 人材の育成

※ 記載されている、会社名、製品名、ロゴ等は、各社の登録商標または商標です。  ※ 製品の仕様は、予告なく変更することがあります。あらかじめご了承ください。 
※ 製品に関するお問い合わせは：マイクロソフト カスタマー インフォメーションセンター 0120-41-6755（9:00 ～ 17 :30 土日祝日、弊社指定休業日を除く）

学生にとってのメリット

デジタルテクノロジーにより世の中は様変わりし、社会における AI 活用のニーズがますます高まっています。
マイクロソフトでは、高等教育機関で学ぶ学生向けに Data や  A I の活用方法 を無償で体系的に学べる
「学生向け Microsoft Learn」をご用意しました。

※マイクロソフト認定資格（Azure AI Fundamentals）

学生向け
Microsoft
Learnとは

学生のみなさまが社会で活躍できるスキル習得支援プログラム

マイクロソフトがオンラインプログラムを無償で提供

文系・理系、初心者・上級者問わず体系的に学習可能

機械学習、 AI の知識を証明する認定資格取得※が可能

学生向け Microsoft Learn で学ぶメリット

高等教育機関様としてのメリット 先生の視点からのメリット

将来の仕事や役割の
可能性を広げられる ゼミ生の General Skill 向上最先端テクノロジー

学習環境への投資削減

学生向けMicrosoft Learnを詳しくみる 〉〉https://aka.ms/hedskills

AI-900 AIの基礎

学生向け Microsoft Learn のご紹介
マイクロソフト高等教育機関向け AI 人材育成プログラム

Microsoft Learn で取得できる認定資格

AI の基本的な概念を理解し、Azure で AI を
始める方法を学習

AZ-900 Azure の基礎
Azure の基礎を理解し、クラウド コンピュー
ティングの概念を学習

DP-900 データの基礎
クラウド データ サービスに関する基礎を学習

PL-900 Power Platformの基礎
ローコード開発のための Power Platform 
関連製品基礎を学習



ガバメントクラウドにも採用された
今、大注目の【第4のクラウドサービス】
Oracle Cloud Infrastructure (OCI)

IaaS/PaaS 利用でこんなお困りごとありませんか?

予算の都合でクラウド上
のデータをダウンロード
できない

パフォーマンス、データ
転送、保守費用の積み重ね
でかえってコストが増えた

オンプレミスからクラウド
移行したらパフォーマンス
が落ちた

OCIでそのお悩み解決できます!
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スパイン・リーフ型ネットワークや専有CPUの提供などにより、
オーバーサブスクリプションの無いクラウドを実現!
HPC利用時にもオンプレミスと同等以上のパフォーマンスを発揮!

常時10TB/月までデータアウトバウンドの課金なし!
SINET経由での利用ならデータアウトバウンドは完全無料!

サポート費用込みでも他社より安価な価格設定!
クラウドにありがちな見えないコスト要因も排除することで、
他社の1/2以下の利用料となるケースも多数!



クラウド
セキュリティ

オープン
エコシステムセキュア

ネットワーキング

ネットワーク
オペレーション

セキュリティ
オペレーション

ゼロトラスト
アクセス

FortiGuard Labs
脅威

インテリジェンス

詳細はこちら







ユニファイドコミュニケーション
マイクスピーカーシステム

YVC-1000
希望小売価格:145,200円(税込)
拡張マイク 1個付属

https://sound-solution.yamaha.com/experience/uc_rental





インシデント調査実態の把握 是正処置 インシデント対応

今、端末管理に求められるサイバーハイジーン   
有事に加えて平時の対応で、リスク発生頻度を低減

こんな悩みをお持ちではありませんか？
● 正しくパッチが適用されて
いるかどうか把握できていない

●どんな端末が何台
あるか正確にわからない

● 脆弱性の有無や端末の設定の可視化をしたい
がどうすればいいのかわからない

● EDRを導入したいが
何から始めればいいのかわからない

●大規模なソフトウェア配信
(Feature Updateなど)で苦労している

そのお悩みをNISTサイバーセキュリティ・フレームワークを踏まえ、
平時・有事にも対応できるタニウムのプラットフォームで解決しませんか？

感染症対策と同様に平時の対応・有事の対応ともに重要

リスク発生頻度に差がつく　サイバー・ハイジーン

リスク
影響度

リスク発生頻度が劇的に低減し、適切な対応を実現

リスク発生頻度が高く、適切な対応が困難

特定 防御 検知 対応 復旧

サイバー・ハイジーンが実現できている状態

サイバー・ハイジーンが実現できていない状態

シャドー IT対策 関連組織への連絡と対応脆弱性管理 未知の不正プログラム対策（エンドポイント対策）

未実施 各組織対応 EPP EDR機能 各組織への連絡復旧依頼未実施
（野良端末） 各組織対応

● 資産/構成管理
● リスク&アセスメント
（脆弱性の識別と修復）

脆弱性
管理

ポリシー
制御

脅威検知
（既知）

脅威検知
（未知） インシデント調査・特定・対応

復旧 
（設定修正）

復旧 
（ソフトウェア更新）

資産管理

非管理端末検知

パッチ管理

SW配布

● アクセス制御
● 意識向上と訓練
● データの保護
● システムと通信保護

● インシデント検知（準備と検知）
● マルウェア対策
● インシデント調査

● 論理隔離（不審な通信の遮断）
● 被害の検知
● 侵入経路の調査

● インシデント復旧
（修復・緊急パッチ配布）
● メンテナンス
（組織のシステム）

リスク
影響度

時間

時間

大半のリスクが軽減

前段プロセスでリスクが軽減されず、リスクへの対応が後段プロセスに集中

Asset

Tanium Core

Discover Deploy

Patch Comply
Enforce Patch

Defender

Enforce
Tanium EDR (THR)

Core

THR

サイバーハイジーン領域
全IT資産の可視化/脆弱性の排除

インシデント調査・対応領域
即時対処と復旧（脆弱性の再排除）

平時対応 有時対応

（衛生管理）

タニウムのプラットフォームなら平時・有事全てカバーできます！



03-5468-8344
jp.sales@megazone.com



変化する世界で信頼できるテクノロジー
セキュリティおよびビデオ監視のためのスケ
ーラブルで統合が簡単なIPベースの製品とイ
ノベーション。

システムオンチップ
効率的な画像処理と画像圧縮を実現するため
の専用CPUにより高画質・高性能と帯域の優
れた使用効率を実現。IOT機器としての組み
込みネットワークセキュリティとDLPU搭載に
による深層学習機能の提供。

AXIS Object Analytics

Axisテクノロジーインテグレーションパートナープログラム詳細はこちら:
www.axis.com/ja-jp/partner/technology-integration-partner-program

アクシスコミュニケーションズ株式会社
事業開発本部　小桧山 淳一
junichi.kobiyama@axis.com
アクシスコミュニケーションズ株式会社 www.axis.com/ja-jp

AXIS P1468-LE AXIS P3268-LVE AXIS Q1656-LE
MKIII

AXIS C1004-E 
Network Cabinet 

Speaker

AXIS D4100-E 
Network Strobe 

Siren

よりスマートで安全な世界を
実現するイノベーション
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電子教科書・教材配信ソリューション
高等教育機関様のDXに向けた課題解決をサポート！

審査 ２２-７００-１

高等教育機関での活用に役立つ機能を多数搭載。
学内システム等とも連携でき、学生の学びの質の向上に寄与します。

高等教育機関での学びに
役立つ機能を搭載した

電子教科書・教材ビューワー

学内システムと連携させ
さらに利便性向上

高品質なICT基盤を用いた
クラウドサービス

 メモ・辞書検索・暗記ペン
機能で復習がしやすい

 教員作成の教材も同じ
機能を利用可能

 LMSや教務システムとの連
携でより便利に活用可能

 学内認証と連携し、学内の
システムと同一のID・PWで
利用を実現

 学術情報ネットワーク
（SINET）と接続した
高セキュアかつ低遅延な
クラウド基盤を利用

１ ２ ３

 教科書選定、予習の指示等の授業準備を簡素化
 著作権を保護しながら独自教材を活用
 電子教科書の利用ログを活用し、学生への細やかなフォローを実現

 実習先や移動中でもデバイス１つで学習できる
 教科書・教材・課外学習の情報までまとめて管理でき持ち運びが楽
 教員から教科書上でポイントの共有を受け充実した予習・復習ができる

教員

学生

教員・学生ごとのメリット

３つの特長
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教育現場での ご活用メリット

サテライトオフィス・Google for Educationの詳細はこちら

全てのエディションで利用可能なサービス

● Google Workspace の各種機能が無償で利用可能！
● データ容量無制限！
● Classroomが利用可能 （企業版にはございません！）

Google Workspace for Education は、教育機関向けのGoogle Workspaceです！
全ての機能が無償で利用が可能です！

1

2

3

サテライトオフィス・アドオンのご紹介

Chromebooks for Education（Chromebook活用）

● 10台でも10000台でもChromebookの管理が容易に！
● クラウド管理への登録（エンロール）は、たった2コマンドで完了！
● 面倒な設定は不要で、箱から出してすぐ使えます。
● クラウド管理コンソールから、端末の資産管理や状態管理が可能！
　  (遠隔からのデバイス停止や制御が可能)
● 数100に及ぶ、ポリシーを簡単に一括で設定可能。

● データ保護やデバイスセキュリティーまでの
　 エンタープライズレベルのセキュリティ
　  (端末の遠隔制御、デバイスの制御が可能)
● Google の24時間サポート&OSの自動アップデートの
　  制御を管理側から可能！

シングルサインオン
Google Workspace をご利用になる学校（教師や生徒）に
対して、ネットワークや端末による細かなアクセス制御や、パス
ワード強度、ログイン履歴などを簡単にかつ柔軟に設定、管
理することができるサービスです。また、他システムへのシング
ルサインオンを可能にします。

先生/生徒画面共有機能
先生と生徒の画面を共有して先生側で簡単に管理ができる
サービスです。Classroomと連携しておりますので学校以外
にも、Google Workspaceを導入している企業様の社員研修
などにも利用可能です。
Chrome拡張機能として提供しておりますのでChrome 
Enterprise Upgradeで自動インストールや管理が可能です。

Chromebook端末 および、Chrome for Education （端末管理のライセンス）は、有償となります。

「アクティブラーニング」
「反転授業」
「校務の効率化」

プレゼンテーション、オンライン英会話、共同編集など
動画を使ったEラーニング
資料は全てクラウドに！いつでも、どこでも同じ仕事環境

Google Workspace for Education の事ならサテライトオフィス

https://www.sateraito.jp
Google

050-5835-0396 contact-info@sateraito.co.jp

Google Workspace for Education
サテライトオフィス・



クラウド活用を進化させる
クラウド 管理サービス（ ）

学認（ ）への参加も で簡単に

〒 東京都千代田区神田小川町
千代田小川町クロスタ

お問い合わせ先

・SAML2.0シングルサインオン
・多要素認証
・IPアドレス制限
・FIDO2パスワードレス認証

認証機能

・クラウドへのユーザー連携
・オンプレミスへのユーザー連携
・IDライフサイクル管理
・Microsoft365、cybozu.com
ライセンス管理

ID管理機能

・操作が簡単なGUI
・拡張自由なユーザー属性
・ID状態確認
・ログ管理
・SSO接続用証明書管理

運用管理機能

※学認参加用の として を利用することが可能です。
実際に導入いただいた大学様の事例を詳しくご案内しておりますので、セミナーへのご参加

及び展示ブースへ是非お越しください！

学認だけを安価に利用できるコースを新設いたしました

※学認参加用の として を利用することが可能です
に導入いただいた大学様の事例を詳しくご案内しておりますので、セミナーへのご参加

学認コース

サービス情報はこちら





Rubrik（ルーブリック）について
サイバーセキュリティ企業である Rubrik は、The Zero Trust Data Security(TM) カンパニーの先駆者です。世界中の企業が、
サイバー攻撃、悪意のあるインサイダー、および業務の中断に対するビジネスの回復力において、Rubrik に注目しています。
機械学習を活用した Rubrik Security Cloud は、オンプレミス、クラウド、 SaaS アプリケーション全体のデータを安全に保護。
サイバー攻撃からデータを自動的に守り、データリスクを継続的に監視し、データとアプリケーションを迅速に復旧します。
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ウェブサイト : https://www.rubrik.com/ja    もしくは　「ルーブリック　データセキュリティ」で検索



株式会社ネットスプリング
www.axiole.jp〒108-0073 東京都港区三田3-9-7 三田 JEBL 8F

TEL：03-5440-7337 E-mail：info@netspring.co.jp
URL：https://www.netspring.co.jp/

LDAPベースの認証アプライアンスサーバAXIOLEの「AXIOLE IdP専用
アプライアンス」を導入することで、Shibboleth IdPを構築済みの機
能として手軽に導入できます。全国の大学・高専等と国立情報学研究
所が連携して運用する「学術認証フェデレーション（学認：GakuNin）」
の相互認証連携システムであるShibboleth IdPをオールインワンの
アプライアンス形態で導入でき、すぐにGakuNinに参加可能です。

学術認証フェデレーションとは、学術e-リソースを利用する大学、学術
e-リソースを提供する機関・出版社等から構成された連合体です。各機
関はフェデレーションが定めたポリシーに基づき、相互に認証連携を行
ないます。認証連携により学内外のシステムへのシングルサインオンを
実現、電子ジャーナルへのアクセスや他大学でのネットワーク利用を可
能にします。

学術認証フェデレーションへ
スピーディに参加可能

学内認証基盤に「AXIOLE」を使えば

Shibboleth IdP 専用アプライアンス

とは

Shibbolethシリーズは、教育機関向けに開発されているオープンソー
スミドルウェアで、シングルサインオンや属性交換、アクセス制限など
を可能にするシステムです。無償で利用でき、ユーザにより進化を続
けるオープンソースという形態は、学術機関が利用するシステムとして
適していますが、パッケージソフトウェアに比べて導入や管理の負荷
が大きいという課題も持ち合わせています。「AXIOLE IdP専用アプラ
イアンス」はそうした導入・運用の負荷を大きく削減し、手軽に標準
的な認証環境を構築できます。

AXIOLE IdP専用アプライアンスは、AXIOLEのLDAP機能を利用する
のではなく、既存のLDAP等の認証基盤に外付けで IdP機能を追加可
能な専用アプライアンスです。IdPの設定および連携の設定を行うだ
けで、Shibboleth IdP機能を簡単にアドオン可能です。現行のシステ
ムはそのままで、短期間でのGakuNin参加を実現します。

導入、設定が難しいオープンソースの力を
手軽に活用できる魅力

組織外（学外）
Webアプリケーション（SP）

組織内（学内）
Webアプリケーション（SP）

図書館システム シラバス

LDAP等
既存

総合認証システム

e-learning 電子ジャーナル

シングルサインオン
ユーザ

ユーザWeb認証
いずれかのSPへの
初回アクセス時のみ

IdP 専用アプライアンス

学術認証フェデレーションを
構築済み専用アプライアンスで提供

仮想版
クラウド版（AWS・Azure）

提供中

AXIOLE IdP 専用アプライアンス（標準販売価格）

Price

¥ 2,000,000円（税別）本体ライセンス価格※2

※1：外部ユーザ認証DBのアカウント数に依存しない、1年間ライセンス料込みの価格です。
※2：2年目以降のライセンス更新料は、年額200,000円です。

多要素認証機能（OTP他）実装

IdPV4対応
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年次大会開催にあたって

　大学 ICT 推進協議会（AXIES）2022 年度年次大会の開催に当たり、ご挨拶をさせていただきます。

　現代の教育機関を考えてみますと、その情報交換の基礎をなす情報基盤に対して、教育支援システム、研究支援シス
テム、事務支援システム、図書館システムなど多くのシステムが結合され、これらのシステムなしには、教育機関は成
立しないと言っても言い過ぎではありません。また、これらからの情報をもとにした経営支援システム、卒業生システ
ムなど、新たに接続されてくるシステムも数多くあります。しかも、その進歩は大きく、次から次へとシステムの更新
に迫られているのが現状となっています。

　このような現状に対して、2011 年 2 月、一般社団法人大学 ICT 推進協議会（AXIES：Academic eXchange for 
Information Environment and Strategy）が設立されました。AXIES は、高等教育機関および学術研究機関における
ICT を利用した教育・研究・経営等の高度化を図り、我が国の教育、学術研究、文化および産業の発展に寄与すること
を目的としています。本年 11 月 1 日現在で、国公私立大学や共同研究機関など 155 が正会員として、また、産業界か
らは 91 団体が賛助会員としてご参加いただいています。2018 年 10 月の時点では、正会員 110 機関、賛助会員 62 団
体であったことからしても、この AXIES が、我が国で高く評価されてきていることが見てとれます。

　私が AXIES の会長を仰せつかったのは 2019 年 5 月でした。同年 12 月に博多で開催された年次大会は従来通りの開
催ができました。しかし、その直後、2020 年 2 月に、クルーズ船ダイヤモンド・プリンセス号の乗客に多数の新型コ
ロナウイルス COVID-19 感染者が見つかり、いわゆるウィズコロナ時代へと突入しました。この影響を受けて、大阪で
の 2020 年年次大会は完全バーチャル開催、続く、東京での 2021 年年次大会はハイブリッド開催となり、今回の 2022
年年次大会もハイブリッド開催を予定しています。2023 年 5 月に会長退任を予定している私にとっては、年次大会は、
まさにコロナとの闘いでした。

　同じ状況は、各高等教育機関でも起きておりました。各教育機関において、曲りなりにも教育、研究を継続できたと
いうことにおいて、各大学の IT 部門は八面六臂の活躍をしてきました。その下支えとして、AXIES が果たした役割り
は大きいと確信しています。

　第 12 回年次大会は、2022 年 12 月 13 日からの 3 日間、仙台国際センターで開催することとさせていただきました。
ICT を用いて、高等教育・学術研究機関の教育・研究・経営などの高度化やこれらの改革に携わっておられる CIO など
の法人役員、教員、職員など幅広い皆様にご参加いただき、教育・研究の支援技術についてはもちろんのこと、教育や
研究の方法論、大学経営のありかた、ICT 技術の安全・安心の確保、政府の関連施策の動向、高等教育機関の社会的役
割など、幅広い議論が行われる場となることを祈念しております。

　最後に、本年次大会の開催にご尽力いただいている東北大学を中心とする皆様、および、日頃から本協議会の運営に
ご支援いただいている関係者の皆様各位に感謝の意を表したいと思います。

一般社団法人 大学 ICT 推進協議会 会長

深 澤  良 彰
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実行委員長あいさつ

DX 仙臺の陣が始まります！

　西暦 2022 年は AXIES にとって、あるいはもっと大風呂敷を広げれば人類史にとっても重要な転換点になるような気
がしてなりません。新型コロナウィルスとの闘いがいよいよ最終的な局面にさしかかりつつある中で、政治や経済は大
きな地殻変動の前兆かのように不安定な様相を呈しています。気候変動対策など、持続性のあるシステムを実現するた
めに我々に残された時間は、いよいよ現世代の余命程度以下になっているようです。まさに「シン・セカイ」を迎えよ
うとしているこの時期に、大学 ICT 推進協議会の年次大会を私の地元である仙台で開催できることに、ある種の感慨を
覚えずにはいられません。

　現在の仙台の基礎を築いた戦国武将である伊達政宗を知らない方はいないでしょう。AXIES2022 in Sendai の標語 
“DX up to DATE” の DATE は伊達に引っ掛けたものと気付かれた方も多いと思います。政宗によって仙台が開府され
たころ、現在は穀倉地帯となっている仙台平野や宮城県北部の様子は現在とはかなり違っていたようです。北上川を代
表とする大河は暴れ放題で、低湿地の原野が広がっていたようです。政宗はまだ若かった川村孫兵衛を登用して、用水
の整備や北上川の付替えなど、当時としては大規模な事業を推し進め、耕作地の拡大や水運路の建設など、21 世紀の現
在にあっても我々が大きくその恩恵に浴している生産基盤と社会インフラを整備しました。尤も、当時の藩の財政はそ
れほど潤沢ではなかったらしく、藩から支弁された予算では不足したため、川村孫兵衛が金策に奔走したといった逸話
も残されています。

　随分とローカルな話しのように感じられるかもしれませんが、こうした名も無き偉人達による変革が積み重ねられて
現在の我々が在ることを忘れてはならないと思います。DX は、その全てでは無いにしても、我々が抱える課題の解決
にとって不可避な過程であることは言を待ちません。それぞれの専門領野や部署で、AXIES2022 in Sendai に集う皆様
が ICT の川村孫兵衛（あるいは伊達政宗？）として活躍され、この大会を契機に、さらに DX が加速されるよう願って
います。

　年次大会の開催にあたり、AXIES 会長の深澤先生を始めとする役員の皆様、部会の先生方、AXIES 事務局、パートナー
企業の皆様には様々な形でご支援を賜りました。また、本大会の成功に向けて献身的に働いてくださった情報部を始め
とする東北大学の皆様にも、この場を借りてお礼申し上げます。

AXIES2022 実行委員長

早 川  美 徳



26

2022年度年次大会実行体制

実行委員会

大会委員長 青木　孝文　（東北大学理事・副学長 / データシナジー創生機構長）

実行委員長 早川　美徳　（東北大学データ駆動科学・AI 教育研究センター長 教授）

副実行委員長（現地総務総括） 曽根　秀昭　（東北大学データシナジー創生機構 特任教授）

プログラム委員長 伊藤　彰則　（東北大学データシナジー創生機構 副機構長 教授）

プログラム副委員長 磯邉　秀司　（東北大学データ駆動科学・AI 教育研究センター 准教授）

企業展示総括 菅沼　拓夫　（東北大学サイバーサイエンスセンター長 教授）

折内　新司　（東北大学データシナジー創生機構 特任准教授）

小野寺　司　（東北大学情報部デジタル変革推進課 特任准教授）

Web 広報総括 杉田　典大　（東北大学サイバーサイエンスセンター 教授）

小野寺紘平　（東北大学情報部デジタル変革推進課）

鈴木　翔太　（東北大学情報部デジタル変革推進課）

ネットワーク担当 中村　隆喜　（東北大学サイバーサイエンスセンター 教授）

水木　敬明　（東北大学サイバーサイエンスセンター 准教授）

佐藤　信夫　（東北大学データシナジー創生機構 特任准教授）

七尾　晶士　（東北大学情報部情報基盤課）

現地総務担当 滝沢　寛之　（東北大学サイバーサイエンスセンター 教授）

総務担当 菊地　茂樹　（東北大学情報部デジタル変革推進課長）

友兼　　恵　（東北大学情報部デジタル変革推進課）

五十嵐帆名　（東北大学情報部デジタル変革推進課）

財務担当 加茂　博史　（東北大学情報部デジタル変革推進課）

AXIES 事務局責任者 川内　　享　（大学 ICT 推進協議会事務局）

協力委託会社 有限会社セクレタリアット

株式会社イーサイド
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プログラム委員会

委員長 伊藤　彰則　（東北大学）

副委員長 砂原　秀樹　（慶應義塾大学）

磯邉　秀司　（東北大学）

委員 岡田　義広　（九州大学）IT ベンチマーキング部会

和田　智仁　（鹿屋体育大学）情報教育部会

大西　淑雅　（九州工業大学）オープンソース技術部会

畠山　　久　（東京工業大学）オープンソース技術部会

山田　恒夫　（放送大学）学術・教育コンテンツ共有流通部会

丹羽　量久　（長崎大学）ソフトウェアライセンス部会

清水さや子　（国立情報学研究所）認証基盤部会

渡邉　英伸　（広島大学）クラウド部会

平岡　斉士　（熊本大学）ICT 利活用調査部会

上田　　浩　（法政大学）教育技術開発部会

武田　考正　（株式会社内田洋行）教育技術開発部会

村瀬　　勉　（名古屋大学）高品質・セキュリティ ICT 部会

松原　茂樹　（名古屋大学）研究データマネジメント部会

高松　邦彦　（東京工業大学）ORCID 部会

森村　吉貴　（京都大学）ユーザーコミュニケーション部会
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会場案内図

仙台国際センター敷地全体図
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仙台国際センター（ハイブリッド開催）
〒 980-0856　宮城県仙台市青葉区青葉山無番地 

幕張メッセ 国際会議場
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会場のネットワーク（無線 LAN）

会場内では仙台国際センターの無料 WiFi を提供しています。
※ SSID、パスワードは会場にて別途通知致します。
また、eduroam/cityroam でのインターネットアクセスも提供しております。
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日時：2022 年 12 月 14 日（水）13：45 ～ 16：05
場所：仙台国際センター（会議棟・大ホール）

1．会長挨拶
深澤 良彰（大学 ICT 推進協議会会長 / 早稲田大学教授）

2．来賓挨拶
鈴木 顕 様（文部科学省高等教育局専門教育課企画官）

3．大学 ICT推進協議会の概要紹介
美濃 導彦（大学 ICT 推進協議会副会長 / 理化学研究所）

4．基調講演1
タイトル：Leading What's Next
講演者：John O’Brien 氏 （EDUCAUSE President & CEO）

講演概要：
While the pandemic has stress-tested the important work of higher education, it has also brought about tectonic 
changes that technology leaders across campus must understand. EDUCAUSE president John O’Brien will share 
what he and EDUCAUSE research suggest leaders need to know as they think about what’s next. In many ways, 
times are challenging; in many other ways we are experiencing emerging opportunities for positive change in 
spite of the continuing challenges over the last few years.

5．2021年度年次大会論文賞等の表彰

6．基調講演2
タイトル：東北大学における業務の DX 推進
講演者：藤本 一之 氏（東北大学情報部デジタル変革推進課 特命課長）

  講演概要：
新型コロナウイルス感染症が大学に及ぼした影響は多岐かつ広範にわたります。大学では感染防止や
オンライン授業の実践などに万全の対応をとることはもとより、職員の業務の在り方も、社会のデジ
タル化の進展に対応して大きく変わっていかざるを得ませんでした。2020 年 6 月の「オンライン事
務化宣言」発表から始まり、これまで約 2 年間にわたってアジャイルかつスピーディーに推進してき
た東北大学の業務の DX を紹介いたします。

7．2023年度年次大会のご案内
森 健策 様（名古屋大学情報基盤センター長・教授）
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   論文賞

【最優秀論文賞】
題目：大阪大学のデータ集約基盤 ONION
著者：伊達 進（大阪大学サイバーメディアセンター）、寺前 勇希（大阪大学）、勝浦 裕貴（大阪大学）、

木越 信一郎（大阪大学）、木戸 善之（大阪大学）

【優秀論文賞】
題目：授業へ取り組む姿勢の自己評価と授業後レポートの記述内容の関係の可視化
著者：村上 祐子（広島大学）、庄 ゆかり（広島文教大学）、稲垣 知宏（広島大学）

【優秀論文賞】
題目： 大学におけるオンライン教育による学びの多様化と問題点
著者： 古永 智子（日本大学）、木川 裕（日本大学）、山下 倫範（立正大学）

【優秀論文賞】
題目：新スーパーコンピュータ導入に向けたデータセンター設備増強
著者：寺前 勇希（大阪大学）、勝浦 裕貴（大阪大学）、木越 信一郎（大阪大学）

   ポスター賞

【最優秀ポスター賞】
題目：公開オンラインコースを自組織で活用するために必要な環境・教育スキル育成の検討
著者：長岡 千香子（熊本大学）、喜多 敏博（熊本大学）、平岡 斉士（熊本大学）

2021年度年次大会論文賞及びポスター賞
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情報交換会

オープニングギャザリング

CIO部会

理事会

賛助会員とAXIES 会長・理事との意見交換会

日時：2022 年 12 月 14 日（水）17：45 ～ 19：00
場所：X 会場（会議棟・桜）
申込：要／会費：不要（会場での飲食なし、お土産あり）
企画：伊達武将隊演舞

日時：2022 年 12 月 13 日（火）17：15 ～ 18：00
場所：展示会場ポスターコーナー（展示棟・展示室 2・3）
申込／会費：不要（会場での飲食なし、お土産あり）

日時：2022 年 12 月 14 日（水）
場所：X 会場（会議棟・桜）

9：30 ～ 10：00 CIO 部会受付　
10：00 ～ 10：30 CIO 部会会議
10：30 ～ 12：00 CIO 向け講演会
12：00 ～ CIO 部会と出展企業との名刺交換会及び CIO 部会昼食

日時：2022 年 12 月 14 日（水）16：15 ～ 17：15
場所：会議棟・小会議室 2

日時：2022 年 12 月 15 日（木）10：45 ～ 12：15
場所：B 会場（展示棟・会議室 2）
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一般セッション
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13AM1C-1	 大学 DX共創推進活動における「授業料免除申請受付システム」開発を通じた社会人リスキリング
○山田哲（香川大学 / 株式会社リコー）、浅木森浩樹（香川大学 / 株式会社リコー）、末廣紀史（香川大学）、武田
啓之（香川大学）、米谷雄介（香川大学）、國枝孝之（香川大学）、八重樫理人（香川大学）

13AM1C-2	 パッケージシステムと内製システムの組み合わせによる香川大学の基幹業務システム開発
○末廣紀史（香川大学）、武田啓之（香川大学）、浅木森浩樹（香川大学 / 株式会社リコー）、山田哲（香川大学 /
株式会社リコー）、米谷雄介（香川大学）、八重樫理人（香川大学）

13AM1C-3	 香川大学における決裁業務に関する業務 UX 調査について
○武田啓之（香川大学情報メディアセンター）、末廣紀史（香川大学情報メディアセンター）、浅木森浩樹（香川
大学情報メディアセンター）、山田哲（香川大学情報メディアセンター）、米谷雄介（香川大学情報メディアセン
ター）、八重樫理人（香川大学情報メディアセンター）

13AM1C-4	 香川大学における業務システム内製開発ハンズオン「チャットボットを開発しよう」の実践
○矢谷鷹将（香川大学）、蛭田雅貴（香川大学）、武田啓之（香川大学）、末廣紀史（香川大学）、浅木森浩樹（香
川大学 / 株式会社リコー）、山田哲（香川大学 / 株式会社リコー）、米谷雄介（香川大学）、八重樫理人（香川大学）

13AM1C-5	 目的に応じたクラウド選択基準の検討
ー学認クラウドチェックリスト策定の舞台裏ー
○小林久美子（国立情報学研究所）、吉田浩（国立情報学研究所）、合田憲人（国立情報学研究所）

13AM1D-1	 電力需給ひっ迫状況下におけるスーパーコンピュータシステム運用
○山田新（東京大学情報システム部情報基盤課）、宮嵜洋（東京大学情報システム部情報基盤課）、前田光教（東
京大学情報システム部情報基盤課）、佐藤孝明（東京大学情報システム部情報基盤課）、山本和男（東京大学情報
システム部情報基盤課）、福沢秋津（東京大学情報システム部情報基盤課）、中張遼太郎（東京大学情報システム
部情報基盤課）、中島研吾（東京大学情報基盤センター）、塙敏博（東京大学情報基盤センター）

13AM1D-2	 クラウドサービスAOBA-Cの紹介
○大泉健治（東北大学情報部情報基盤課）、森谷友映（東北大学情報部情報基盤課）、佐々木大輔（東北大学情報
部情報基盤課）、齋藤敦子（東北大学情報部情報基盤課）、山下毅（東北大学情報部情報基盤課）、小野敏（東北
大学情報部情報基盤課）、滝沢寛之（東北大学サイバーサイエンスセンター）

13AM1D-3	 XC40計算ノードにおける消費電力のばらつき評価とその活用研究
○深沢圭一郎（京都大学学術情報メディアセンター）、疋田淳一（京都大学情報部）、當山達也（京都大学情報部）、
島袋友里（京都大学情報部）      

13AM1D-4	 Ipomoea-01 大規模共通ストレージシステムの運用
○前田光教（東京大学情報システム部情報基盤課）、宮嵜洋（東京大学情報システム部情報基盤課）、佐藤孝明（東
京大学情報システム部情報基盤課）、福沢秋津（東京大学情報システム部情報基盤課）、中張遼太郎（東京大学情
報システム部情報基盤課）、山田新（東京大学情報システム部情報基盤課）、山本和男（東京大学情報システム部
情報基盤課）、中島研吾（東京大学情報基盤センター）、塙敏博（東京大学情報基盤センター）

13AM1D-5	 スーパーコンピュータ「不老」の湧水噴霧による節電効果の評価
○山田一成（東海国立大学機構）、田島嘉則（東海国立大学機構）、高橋一郎（東海国立大学機構）、林秀和（東
海国立大学機構）、片桐孝洋（名古屋大学）、大島聡史（名古屋大学）、永井亨（名古屋大学）

13AM1C	 デジタルトランスフォーメーション1
日時：2022/12/13　9：00〜 10：15　　場所：C会場（展示棟・会議室3）　　座長：岡田義広（九州大学）

13AM1D	 HPCテクノロジー1
日時：2022/12/13　9：00〜 10：15　　場所：D会場（展示棟・会議室4）　　座長：伊達進（大阪大学）
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13AM2C-1	 大学 PCと個人 ICT機器の併用に関する学生の意識と実態
○中園長新（麗澤大学）、千葉庄寿（麗澤大学）

13AM2C-2	 ICT を活用した日常生活援助技術科目が看護学生の ICTに対する態度へ与える効果
○太田雄馬（東京医療保健大学医療保健学部看護学科）、西村礼子（東京医療保健大学医療保健学部看護学科）、
笠原康代（東京医療保健大学医療保健学部看護学科）、松尾絵美子（東京医療保健大学医療保健学部看護学科）、
横山美樹（東京医療保健大学医療保健学部看護学科）

13AM2C-3	 コンピテンシー基盤型教育における看護実践能力の育成を目指した教育デザインと ICT活用の検討
○西村礼子（東京医療保健大学医療保健学部看護学科 / 大学院医療保健学研究科）、太田雄馬（東京医療保健大
学医療保健学部看護学科）、笠原康代（東京医療保健大学医療保健学部看護学科）、松尾絵美子（東京医療保健大
学医療保健学部看護学科）、横山美樹（東京医療保健大学医療保健学部看護学科 / 大学院医療保健学研究科）

13AM2C-4	 ICT を活用した物理実験の取り組み
○西山枝里（国士舘大学理工学部）、杉本隆之（国士舘大学理工学部）、関口宗男（国士舘大学理工学部）、和田浩明（国
士舘大学理工学部）

13AM2C-5	 複数の院内学級、小児病棟におけるサウジアラビアとの異文化理解授業
○山本裕一（北海道大学）、佐藤修（キングサウード大学）、小柳千佳子（札幌市立北辰中学校ひまわり分校）

13AM2C-6	 コロナ禍における九州大学での LINEを用いた教育支援体制の構築
○野口岳（株式会社イマーゴ / 九州大学）、徳永大空（九州大学）、東原萌々子（九州大学）、藤本俊介（九州大学）、
ウンクアンイー（九州大学）、島田敬士（九州大学）

13AM2D-1	 九州大学スーパーコンピュータとAWSクラウドサービスによるハイブリッド計算環境の相互補完的利用方法に
関する調査
○南里豪志（九州大学）、松山和広（株式会社 Fusic）、田代皓嗣（アマゾンウェブサービスジャパン合同会社）、
原田浩睦（九州大学）

13AM2D-2	 高性能計算機システムにおける研究データ管理のための来歴記録システムの実現に向けて
○並木悠太（日本電気株式会社）、細見岳生（日本電気株式会社）、田主英之（大阪大学）、片岡直記（日本電気
株式会社）、山下晃弘（大阪大学）、伊達進（大阪大学）

13AM2D-3	 量子アニーリングを用いたレビュアー割当最適化の検討
○峯尾真一（高度情報科学技術研究機構）、野口孝明（高度情報科学技術研究機構）、草間義紀（高度情報科学技
術研究機構）、松田佳希（（株）フィックスターズ）

13AM2D-4	 FX700によるデータ通信プロトコルHpFPの高速化
村田健史（京都大学）、○柿澤康範（株式会社クレアリンクテクノロジー）、川鍋友宏（情報通信研究機構）、深
沢圭一郎（京都大学）、高木文博（株式会社クレアリンクテクノロジー）、水原隆道（株式会社クレアリンクテク
ノロジー）

13AM2D-5	 今後の「広報」の取り組みについて
吉川浩（北海道大学）、吉川潤（北海道大学）、東沙耶（北海道大学）、高口智美（北海道大学）、佐久間有希（北
海道大学）、角鹿千枝（北海道大学）、○更科高広（北海道大学）

13AM2C	 ICT 教育活用
日時：2022/12/13　10：45〜 12：15　　場所：C会場（展示棟・会議室3）　　座長：戸田真志（熊本大学）

13AM2D	 HPCテクノロジー2
日時：2022/12/13　10：45〜 12：00　　場所：D会場（展示棟・会議室4）　　座長：塙敏博（東京大学）
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13PM1B-1	 大学生の著作権意識についての調査と分析
○天野由貴（東京工業大学）、隅谷孝洋（広島大学）、井上仁（中村学園大学）

13PM1B-2	 チャットボットを用いたデータサイエンス導入教育の実践報告
○村上祐子（広島大学）

13PM1B-3	 地域課題解決のためのシステム・サービスデザインワークショップの実践
-プロトタイプ開発よるアイデア検証 -
○蛭田雅貴（香川大学）、神田亮（香川大学）、矢谷鷹将（香川大学）、鈴木貴久（津田塾大学）、小舘亮之（津田
塾大学）、浅木森浩樹（香川大学）、山田哲（香川大学）、八重樫理人（香川大学）

13PM1B-4	 大学の一般教育における一齣漫画を用いた著作権教育の実践
○布施泉（北海道大学情報基盤センター）、野々村安紀子（北海道大学情報基盤センター）

13PM1B-5	 シニア世代のパソコン学習に対するニーズについての検討
―生涯学習に係る意識調査の二次分析をもとに―
○伏木田稚子（東京都立大学）

13PM1C-1	 核融合研における IDaaS を用いた学認 IdPの構築
○高山有道（自然科学研究機構核融合科学研究所）、山本孝志（自然科学研究機構核融合科学研究所）

13PM1C-2	 データ活用の実現に向けた京都大学教育研究活動データベースの刷新
○高岸岳（京都大学情報環境機構）、澤田浩文（京都大学情報環境機構）、梶原弘貴（京都大学情報環境機構）、
赤坂浩一（京都大学情報環境機構）、石井良和（京都大学情報環境機構）、渥美紀寿（京都大学情報環境機構）

13PM1C-3	 京都大学学生用メールのための学生アカウントとMicrosoft 365 の連携
○中井隆史（京都大学）、外村孝一郎（京都大学）

13PM1C-4	 Wi-Fi プロファイルを用いた eduroam/OpenRoaming のパスワードレス設定
○後藤英昭（東北大学）、原田寛之（札幌学院大学）、漆谷重雄（国立情報学研究所）

13PM1B	 情報リテラシー教育
日時：2022/12/13　13：45〜 15：00　　場所：B会場（展示棟・会議室2）　　座長：稲垣知宏（広島大学）

13PM1C	 情報基盤 1
日時：2022/12/13　13：45〜 14：45　　場所：C会場（展示棟・会議室3）　　座長：中村誠（東京大学）
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13PM1D-1	 研究成果情報管理業務のシステム化による業務プロセスの改善
○林秀和（東海国立大学機構情報環境部情報システム運用課）、山田一成（東海国立大学機構情報環境部情報シ
ステム運用課）、田島嘉則（東海国立大学機構情報環境部情報システム運用課）、片桐孝洋（名古屋大学情報基盤
センター大規模計算支援環境研究部門）、大島聡史（名古屋大学情報基盤センター大規模計算支援環境研究部門）、
永井亨（名古屋大学情報基盤センター大規模計算支援環境研究部門）

13PM1D-2	 大阪大学スーパーコンピュータの電力コスト算定の仕組み
○木越信一郎（大阪大学情報推進部情報基盤課）、勝浦裕貴（大阪大学情報推進部情報基盤課）、寺前勇希（大阪
大学情報推進部情報基盤課）、上野雅矢（大阪大学情報推進部情報基盤課）、伊達進（大阪大学サイバーメディア
センター）

13PM1D-3	 JHPCN広域分散クラウドを用いた超高解像度時系列画像の多拠点共有実験の報告
○川鍋友宏（情報通信研究機構）、村田健史（情報通信研究機構 / 京都大学）、山本和憲（情報通信研究機構）、
深沢圭一郎（京都大学）、樋口篤志（千葉大学）、豊嶋紘一（東京大学生産技術研究所 / 千葉大学）、小野謙二（九
州大学）

13PM1D-4	 豊橋技術科学大学における小規模研究用システムの運用
○中村純哉（豊橋技術科学大学）、小林真佐大（豊橋技術科学大学）、土屋雅稔（豊橋技術科学大学）

13PM1D-5	 Oakforest-PACSの導入・運用を振り返って
○塙敏博（東京大学情報基盤センター / 最先端共同 HPC 基盤施設（JCAHPC））、中島研吾（東京大学情報基盤セ
ンター / 最先端共同 HPC 基盤施設（JCAHPC）/ 理化学研究所計算科学研究センター）、建部修見（筑波大学計算
科学研究センター / 最先端共同 HPC 基盤施設（JCAHPC））、朴泰祐（筑波大学計算科学研究センター / 最先端共
同 HPC 基盤施設（JCAHPC））、梅村雅之（筑波大学計算科学研究センター / 最先端共同 HPC 基盤施設（JCAHPC））、
中務孝（筑波大学計算科学研究センター / 最先端共同 HPC 基盤施設（JCAHPC））、高橋大介（筑波大学計
算科学研究センター / 最先端共同 HPC 基盤施設（JCAHPC））、額田彰（筑波大学計算科学研究センター /
最先端共同 HPC 基盤施設（JCAHPC））、多田野寛人（筑波大学計算科学研究センター / 最先端共同 HPC 基盤施
設（JCAHPC））、小林諒平（筑波大学計算科学研究センター / 最先端共同 HPC 基盤施設（JCAHPC））、藤田典久（筑
波大学計算科学研究センター / 最先端共同 HPC 基盤施設（JCAHPC））、田浦健次朗（東京大学情報基盤セン
ター / 最先端共同 HPC 基盤施設（JCAHPC））、中村宏（東京大学情報基盤センター / 最先端共同 HPC 基盤施設

（JCAHPC））、下川辺隆史（東京大学情報基盤センター / 最先端共同 HPC 基盤施設（JCAHPC））、星野哲也（東
京大学情報基盤センター / 最先端共同 HPC 基盤施設（JCAHPC））、三木洋平（東京大学情報基盤センター / 最
先端共同 HPC 基盤施設（JCAHPC））、芝隼人（東京大学情報基盤センター / 最先端共同 HPC 基盤施設（JCAHPC））、
河合直聡（東京大学情報基盤センター / 最先端共同 HPC 基盤施設（JCAHPC））、石川裕（国立情報学研究所アー
キテクチャ科学研究系）、佐藤三久（理化学研究所計算科学研究センター / 筑波大学計算科学研究センター / 最先
端共同 HPC 基盤施設（JCAHPC））、大島聡史（九州大学情報基盤研究開発センター）、 伊田明弘（海洋研究開発
機構付加価値情報創成部門）、近藤正章（慶應義塾大学情報工学科 / 理化学研究所計算科学研究センター）、宮嵜洋

（東京大学情報基盤センター / 最先端共同 HPC 基盤施設（JCAHPC））、山本和男（東京大学情報基盤センター /
最先端共同 HPC 基盤施設（JCAHPC））、小林弘幸（筑波大学計算科学研究センター / 最先端共同 HPC 基盤施
設（JCAHPC））、 田川善教（東京大学情報基盤センター / 最先端共同 HPC 基盤施設（JCAHPC））、前田光教

（東京大学情報基盤センター / 最先端共同 HPC 基盤施設（JCAHPC））、小川大典（東京大学情報基盤センター /
最先端共同 HPC 基盤施設（JCAHPC））、坂井朱美（東京大学情報基盤センター / 最先端共同 HPC 基盤施設

（JCAHPC））、佐島浩之（東京大学情報基盤センター / 最先端共同 HPC 基盤施設（JCAHPC））、安部達巳（東京
大学情報基盤センター / 最先端共同 HPC 基盤施設（JCAHPC））、佐藤孝明（東京大学情報基盤センター / 最先
端共同 HPC 基盤施設（JCAHPC））、福沢秋津（東京大学情報基盤センター / 最先端共同 HPC 基盤施設（JCAHPC））、
中張遼太郎（東京大学情報基盤センター / 最先端共同 HPC 基盤施設（JCAHPC））、下條清史（東京大学情報基
盤センター / 最先端共同 HPC 基盤施設（JCAHPC））、山田新（東京大学情報基盤センター / 最先端共同 HPC 基
盤施設（JCAHPC））

13PM1D	 HPCテクノロジー3
日時：2022/12/13　13：45〜 15：00　　場所：D会場（展示棟・会議室4）　　座長：片桐孝洋（名古屋大学）
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13PM2B-1	 オンラインプラットホームの利用で広がるハイブリッド型カンファレンスの可能性
○庄ゆかり（広島文教大学）、村上祐子（広島大学）、隅谷孝洋（広島大学）、匹田篤（広島大学）、井上仁（中村
学園大学）、Tom Barker（APAC, Howspace）

13PM2B-2	 NIST SP800-30 をベースにした簡易リスクアセスメントの検討と実施について
○戸田庸介（京都大学情報部）、片桐統（京都大学情報部）、山口倉平（京都大学情報部）、石橋由子（京都大学情報部）

13PM2B-3	 脆弱性情報を用いたセキュリティ保護システム “BEYOND” の開発
○中村友昭（香川大学）、竹原一駿（香川大学）、大野真伯（香川大学）、山下俊昭（香川大学）、宗雪勝也（香川大学）、
小野滋己（香川大学）、喜田弘司（香川大学）、後藤田中（香川大学）、最所圭三（香川大学）

13PM2B-4	 香川大学ハイブリッドクラウドによる教学データに基づくEBPMに向けた基礎的検討
○末廣紀史（香川大学）、亀井仁志（香川大学）、永安良浩（香川大学）、中川えんじゅ（香川大学）、後藤田中（香
川大学）、藤本憲市（香川大学）

13PM2C-1	 ACMEプロトコルを利用したUPKI サーバ証明書の自動更新システムの試験的な実装
○宇田川暢（名古屋大学）

13PM2C-2	 学術無線 LANローミング基盤 eduroamにおける IoT デバイス・周辺機器の接続手法の調査検討
○原田寛之（札幌学院大学情報処理課）、後藤英昭（東北大学サイバーサイエンスセンター）、漆谷重雄（国立情
報学研究所）

13PM2C-3	 京都大学　桂地区電話交換機システム設備更新（IP-PBXの導入）について
○福本翔太（京都大学情報環境機構 IT 企画室）、中村素典（京都大学情報環境機構 IT 企画室）

13PM2C-4	 学内向けWi-Fi 環境観測システムの構築
○岩瀬雄祐（名古屋大学全学技術センター）、山口由紀子（名古屋大学情報基盤センター）、川瀬友貴（名古屋大
学全学技術センター）、石原正也（名古屋大学全学技術センター）、嶋田創（名古屋大学情報基盤センター）

13PM2C-5	 学生・教職員の協働によるワンストップの ICTサポート窓口運営の実践
○竹内朗（東京大学情報システム本部）、玉造潤史（東京大学情報システム本部）

13PM2B	 オンラインとセキュリティ
日時：2022/12/13　15：30〜 16：30　　場所：B会場（展示棟・会議室2）　　座長：渡邉英伸（広島大学）

13PM2C	 情報基盤 2
日時：2022/12/13　15：30〜 16：45　　場所：C会場（展示棟・会議室3）　　座長：元木正和（東北大学）
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13PM2D-1	 コンピュータ基礎教育における成果と授業運用について
○明田川紀彦（駒沢女子大学）

13PM2D-2	 2010－ 2022年度新入学生の情報教育に関する意識調査
○篠政行（駒沢女子大学人間総合学群住空間デザイン学類）、スワット・チャロンニポンワーニッチ（文化学園
大学総合教養・体育学研究室）

13PM2D-3	 デバイス別文字入力速度と利用実態から明らかにする大学新入生のための情報教育の検討
○八重樫直希（広島大学）、稲垣知宏（広島大学）、村上祐子（広島大学）、滑川裕介（広島大学）

13PM2D-4	 共通教育におけるプログラミング未経験者向け入門講義
○石黒克也（高知大学学術情報基盤図書館）、佐々木正人（高知大学学術情報基盤図書館）、遠藤隆俊（高知大学
学術情報基盤図書館）

13PM2D-5	 演習に基づく適応的学習システムにおける診断と誘導について
○金西計英（徳島大学）、石田基広（徳島大学）、戸川聡（四国大学）

13PM2D-6	 プログラミング教育における新しい教室AV環境について
○土肥紳一（東京電機大学）、今野紀子（東京電機大学）、齊藤剛（東京電機大学）

14AM1B-1	 勤務時間記録システム「カダキンタイ /KadaKintai」の勤務時間データ可視化機能
○浅木森浩樹（香川大学 / 株式会社リコー）、八木悠介（香川大学）、末廣紀史（香川大学）、武田啓之（香川大学）、
山田哲（香川大学 / 株式会社リコー）、米谷雄介（香川大学）、八重樫理人（香川大学）

14AM1B-2	 汎用性の高いQ&Aデータからのチャットボット構築・運用法と導入事例
○小田昌宏（名古屋大学）、松原茂樹（名古屋大学）

14AM1B-3	 医療系大学におけるデジタルヘルス人材育成の取り組み
○今泉一哉（東京医療保健大学）、齋藤さな恵（東京医療保健大学）、瀬戸僚馬（東京医療保健大学）

14AM1B-4	 大学事務DXにおける法人文書のデータ管理に関する検討：「大学法人データ管理」構想
○清重周太郎（北海道大学附属図書館）

14AM1B-5	 京都大学本部構内（文系）共通事務部における教職員に対する情報系支援業務の推移
○武田鋼（京都大学情報部）

14AM1B-6	 事務職員を対象とするファイル暗号化の導入
○齋藤彰一（名古屋工業大学）、松尾啓志（名古屋工業大学）

13PM2D	 情報教育
日時：2022/12/13　15：30〜 17：00　　場所：D会場（展示棟・会議室4）　　座長：林豊洋（九州工業大学）

14AM1B	 デジタルトランスフォーメーション2
日時：2022/12/14　9：00〜 10：30　　場所：B会場（展示棟・会議室2）　　座長：森村吉貴（京都大学）
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14AM2B-1	 続 全学的 LMSへの問い合わせ対応から見えること
○田中弓子（東北大学）、田中秀樹（東北大学）、長谷川真吾（東北大学）、大山智也（東北大学）、三石大（東北大学）

14AM2B-2	 東北大学における ISTU/DCシステムの運用実績報告
○長谷川真吾（東北大学）、三石大（東北大学）、田中秀樹（東北大学）、大山智也（東北大学）、田中弓子（東北大学）

14AM2B-3	 Building Moodle-based Learning Management Systems for Universities:
A Development Report of the Gikadai LMS
○ Jingjing Lin（Toyohashi University of Technology）、Hitoshi Goto（Toyohashi University of Technology）

14AM2B-4	 学習基盤システムの活用状況と教育コンテンツの構成調査
○大西淑雅（九州工業大学）、山口真之介（九州工業大学）

14AM2B-5	 新型コロナ騒動前後に実施した高知大学moodle の運用方針の見直し
○三好康夫（高知大学）、高畑貴志（高知大学）

15AM1B-1	 名古屋大学における学生の利便性向上を目指した LMS連携システムの開発
○澤田桂都（名古屋大学情報学部）、山本実央（名古屋大学情報学部）、木迫璃玖（名古屋大学情報学部）、大平茂輝（名
古屋大学情報基盤センター）、後藤明史（名古屋大学情報基盤センター）、戸田智基（名古屋大学情報基盤センター）

15AM1B-2	 Moodle と JupyterHubを用いたWeb型プログラミング教育環境の改善事例 :
複数科目・複数講師によるNbgrader の共同利用
○齊藤智也（山口大学）、王躍（山口大学）、西井淳（山口大学）、末長宏康（山口大学）、大平康旦（山口大学）、
西村世志人（山口大学）、金山知余（山口大学）、村永聡（山口大学）、爲末隆弘（山口大学）、岡田耕一（山口大学）、
レール・マルク（山口大学）

15AM1B-3	 広島大学における全学 LMSの移行
○隅谷孝洋（広島大学）、秋元志美（広島大学）、近堂徹（広島大学）

15AM1B-4	 医療系大学の学びの過程と成果の可視化を目指した ICEルーブリックシステムの導入
○今泉一哉（東京医療保健大学）、瀬戸僚馬（東京医療保健大学）

15AM1B-5	 Google Classroomのログイベントデータを用いた成績不良学生の検知の試み
○吉田健一郎（麗澤大学）、横田理宇（麗澤大学）

15AM1B-6	 Learning Analytics のための LRS環境の構築
○大山智也（東北大学）、田中秀樹（東北大学）、長谷川真吾（東北大学）、田中弓子（東北大学）、三石大（東北大学）

14AM2B	 教育学習支援システム1
日時：2022/12/14　10：45〜 12：00　　場所：B会場（展示棟・会議室2）　　座長：畠山久（東京工業大学）

15AM1B	 教育学習支援システム2
日時：2022/12/15　9：00〜 10：30　　場所：B会場（展示棟・会議室2）　　座長：青木謙二（宮崎大学）
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15AM1D-1	 ハイフレックス授業に対応した教室機材の導入を通じて
○田中秀樹（東北大学データ駆動科学・AI 教育研究センター）、三石大（東北大学データ駆動科学・AI 教育研究
センター）、長谷川真吾（東北大学データ駆動科学・AI 教育研究センター）、大山智也（東北大学データ駆動科学・
AI 教育研究センター）、田中弓子（東北大学データ駆動科学・AI 教育研究センター）

15AM1D-2	 オンデマンドとオンタイムを併用した双方向授業の実践報告
○山田修平（東京医療保健大学和歌山看護学部）、納谷和誠（東京医療保健大学和歌山看護学部）、北得美佐子（東
京医療保健大学和歌山看護学部）

15AM1D-3	 利用者によるウェブアーカイブの意義、技術とその課題
○武田俊之（関西学院大学）

15AM1D-4	 コロナ禍におけるハイフレックス授業の取り組み
○佐々木正人（高知大学）、石黒克也（高知大学）

15AM1D-5	 看護大学におけるオンライン授業の準備に関する研修会の実施報告
○佐藤考司（日本赤十字秋田看護大学）

15AM1D-6	 模擬電子カルテを活用した看護実践力育成の取り組み
○田久保由美子（東京医療保健大学千葉看護学部）、篠木絵里（東京医療保健大学千葉看護学部）石井まりえ（東
京医療保健大学千葉看護学部）、佐野貴康（東京医療保健大学千葉看護学部）

15AM1D	 オンライン教育
日時：2022/12/15　9：00〜 10：30　　場所：D会場（展示棟・会議室4）　　座長：松居辰則（早稲田大学）
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13PM2P-1	 LTI による学習管理システムと授業評価アンケートシステムの連携の試み
○畠山久（東京工業大学）、山下幸彦（東京工業大学）、加藤由香里（東京工業大学）

13PM2P-2	 石川高専における情報ネットワーク・セキュリティ教育の実践と評価
○長岡健一（石川工業高等専門学校）、飯田忠夫（石川工業高等専門学校）

13PM2P-3	 クラウド環境構築システムVCP ポータブル版の開発と活用事例の紹介
○大江和一（国立情報学研究所）、丹生智也（国立遺伝学研究所）、竹房あつ子（国立情報学研究所）、合田憲人（国
立情報学研究所）

13PM2P-4	 事業部門のDX推進を担う「デジタルONEアンバサダー」の設置
○渡部昌尚（香川大学）、小寺賢志（香川大学）、武田啓之（香川大学）、末廣紀史（香川大学）、亀井仁志（香川大学）、
米谷雄介（香川大学）

13PM2P-5	 資料公開を早めた情報リテラシー講義における学習活動と効果の分析
○山口真之介（九州工業大学）、近藤秀樹（神田外語大学）、福丸浩史（九州工業大学）、大西淑雅（九州工業大学）、
西野和典（太成学院大学）

13PM2P-6	 コロナ禍のQRコードによる座席登録システムから出席管理システムへの展開
○中野裕司（熊本大学）、喜多敏博（熊本大学）、中村順子（熊本大学）、石本智裕（熊本大学）、佐藤大輝（熊本大学）、
鶴田博信（熊本大学）、川越明日香（熊本大学）、平英雄（熊本大学）

13PM2P-7	 Power Automate によるグループ発表相互評価のフィードバック半自動化
○高畑貴志（高知大学）、塩崎俊彦（高知大学）、杉田郁代（高知大学）、廣瀬淳一（高知大学）、坂本智香（高知大学）、
大﨑優（高知大学）

13PM2P-8	 大学間での一般情報教育コンテンツの共有と授業実践
○稲垣知宏（広島大学）、川﨑梨江（比治山大学）、村上祐子（広島大学）、長登康（広島大学）

13PM2P-9	 災害看護研修におけるルーブリック自己評価システムの活用
○宮崎誠（帝京大学）、渡辺博芳（帝京大学）、眞坂美江子（帝京大学）、高井久美子（帝京大学）、堀内美由紀

（奈良学園大学）

13PM2P-10	 安全性と柔軟性を備えたリモート保守接続環境の運用管理
○長瀬祥子（東北大学）、中村直毅（東北大学）、白川宣行（東北大学）、小川諭（東北大学）、齊藤智（東北大学）、
木下賢吾（東北大学）

13PM2P-11	 SINETStreamを用いた船上での多種センサデータ収集実験
○竹房あつ子（国立情報学研究所 / 総合研究大学院大学）、北川直哉（国立情報学研究所）、大島浩太（東京海洋大学）、
小林久美子（国立情報学研究所）、吉田浩（国立情報学研究所）、合田憲人（国立情報学研究所 / 総合研究大学院大学）

13PM2P-12	 東京農工大学における IDaaS を用いた新たな統合認証基盤
○三島和宏（東京農工大学総合情報メディアセンター）、根本貴弘（東京農工大学総合情報メディアセンター）、
長島和平（東京農工大学総合情報メディアセンター）、石橋みゆき（東京農工大学 総合情報メディアセンター）、
青山茂義（東京農工大学 総合情報メディアセンター）

13PM2P	 ポスターセッション
日時：2022/12/13　15：30〜17：00　　場所：展示会場ポスターコーナー（展示棟・展示室2・3）　　座長：伊藤彰則（東北大学）

ポスター発表
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13PM2P-13	 熊本大学総合情報環構想2022について
○戸田真志（熊本大学）、久保田真一郎（熊本大学）、鶴田博信（熊本大学）、武藏泰雄（熊本大学）、右田雅裕

（熊本大学）、冨永将史（熊本大学）、後藤哲也（熊本大学）、後藤正三（熊本大学）、中野裕司（熊本大学）、杉谷
賢一（熊本大学）、宇佐川毅（熊本大学）

13PM2P-14	 複数種の多要素認証必須化に伴う運用とその支援
○尾崎拓郎（大阪教育大学）、松井聴治（大阪教育大学）、佐藤隆士（大阪教育大学）



50

memo



51

企画セッション



52

企画セッション
会
場
案
内
図

セ
ッ
シ
ョ
ン
一
覧

企
画
セ
ッ
シ
ョ
ン

展
示

全
体
会
・
イ
ベ
ン
ト

一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン

（
口
頭
発
表
）

一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン

（
ポ
ス
タ
ー
発
表
）

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

出
展
者
セ
ミ
ナ
ー

■オーガナイザ
中村　　誠（東京大学）

■講師・パネリスト・司会者等
司会：
中村　　誠（東京大学）
講師・パネリスト：
佐藤　周行（東京大学）
込山　祐介（国立情報学研究所）
坂根　栄作（国立情報学研究所）
清水さや子（国立情報学研究所）
鈴木　茂哉（慶應義塾大学）
鈴木　彦文（信州大学）
浜本　信州（群馬大学）

■セッション概要
大学などの教育研究機関においては、コロナ禍により、アカウントの配布時や、授業や試験などの出席時に行われる本人確認が、
オンラインで行われる機会が増えた。今年度より、従来通りの対面による授業形態に戻りつつあるが、一方で、「新しい生活様式」
としての本人確認の在り方について様々な工夫も検討されつつある。
本セッションでは、これらにおける大学等の取り組み事例を参考に、これからの本人確認と認証機能強化に向けて、IAL2

（Identity Assurance Level）への対応も含めつつ、ディスカッションを行う。

■オーガナイザ
森　　雅生（東京工業大学）

■講師・パネリスト・司会者等
TBA

■セッション概要
研究者の永続的識別子（PID）の一つである ORCID は、現在デファクトスタンダートとなりつつあり、学術情報の流通に欠
かせないものとなっている。デジタルオブジェクトへの PID である DOI、研究リソースの PID である RRID、人の PID であ
る ORCID、さらに研究機関の PID である ROR（Research Organization Registry）が発足し、これらの ID により学術情報
の流通が促進していくことが期待されている。このパネルディスカッションでは、これら PID の活用や期待、抱えている問題
点などを議論する。

13AM1A	 教育研究機関におけるオンラインによる本人確認と認証機能強化の実現に向けて
認証基盤部会（提案責任者：清水さや子）
日時：2022/12/13　9：00〜 10：30　　場所：A会場（展示棟・会議室1）

13AM1B	 永続的研究者識別子ORCID の現状と将来
ORCID部会（提案責任者：森雅生）
日時：2022/12/13　9：00〜 10：30　　場所：B会場（展示棟・会議室2）



53

会
場
案
内
図

セ
ッ
シ
ョ
ン
一
覧

企
画
セ
ッ
シ
ョ
ン

展
示

全
体
会
・
イ
ベ
ン
ト

一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン

（
口
頭
発
表
）

一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン

（
ポ
ス
タ
ー
発
表
）

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

出
展
者
セ
ミ
ナ
ー

■オーガナイザ
上田　　浩（法政大学）

■講師・パネリスト・司会者等
司会：
武田　考正（株式会社内田洋行）
パネリスト：
平岡　公英（ソニーマーケティング株式会社）
山田　晃久（株式会社早稲田大学アカデミックソリューション）
丸山　　伸（株式会社シー・オー・コンヴ）　
水野　義之（関西外国語大学）

■セッション概要
オンライン授業の拡大やデジタル化の流れにより大学の教室が大きく変わろうとしている。
本セッションでは、新たな教育技術を活用した教室として次世代型教室・DaaS 型 PC 教室・VR / メタバース演習室への取り
組みを共有するとともに、今後の教室の在り方について考える。
１．早稲田大学におけるオンライン、対面、収録など多様な授業スタイルに対応した次世代型教室の取り組み
２．従来型 PC 教室の代替として AVD (Azure Virtual Desktop) を活用する際の課題と解決策
３．関西外国語大学「英語・デジタルコミュニケーション学科」の創設、特に VR / メタバース演習室の取り組み

■オーガナイザ
渡邉　英伸（広島大学）

■講師・パネリスト・司会者等
パネリスト：
八重樫理人（香川大学）
Eddy Taillefer（沖縄科学技術大学院大学）
渡利　雅之（レッドハット株式会社）
秋元　　禮（グーグル・クラウド・ジャパン合同会社）
モデレーター：
吉田　　浩（国立情報学研究所）

■セッション概要
これまで大学を含む学術機関では、オンプレミスのシステムをクラウドで動かすことを優先して構築を推し進めてきた。近年
はクラウドの導入が進み、多様なユーザ要求に機敏かつ迅速に対応することが求められる中で、クラウドの利活用はクラウド
上で優先して動かすクラウドファーストの考え方よりも、クラウドの利点を徹底的に活用する考え方のクラウドネイティブに
向かいつつある。一方で、クラウドサービスや便利なツールが乱立する現状があり、クラウドを用いることを前提に特性を活
かし最適化できる人材は非常に少ないのが現状である。
本セッションでは、クラウドを積極的に活用している事例を共有するとともに、今後のクラウド活用人材やセキュリティ人材
の育成を組織としてどうすべきかについても考える。

13AM2A	 教室の未来像を考える -- 次世代型教室、DaaS型 PC教室、VR / メタバース演習室
教育技術開発部会（提案責任者：上田浩）
日時：2022/12/13　10：45〜 12：15　　場所：A会場（展示棟・会議室1）

13AM1E	 クラウドファースト戦略からクラウドネイティブ戦略を見据えた人材育成の展望
クラウド部会（提案責任者：渡邉英伸）
日時：2022/12/13　9：00〜 10：30　　場所：E会場（会議棟・萩）
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■オーガナイザ
渡邉　英伸（広島大学）
脇　　昌弘（ネットアップ合同会社）

■講師・パネリスト・司会者等
司会：
脇　　昌弘（ネットアップ合同会社）
講師：
櫻田　　武（アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社）
村上　大河（グーグル・クラウド・ジャパン合同会社）
神原　豊彦（ネットアップ合同会社）
加藤　英将（ヴイエムウェア株式会社）
小野　友和（伊藤忠テクノソリューションズ株式会社）

■セッション概要
クラウドの導入が著しく増加・定着する昨今、クラウドリソースを最適化するための戦略的な考えと重要性が益々注目されて
いる。クラウドのパフォーマンスを最大化するために、クラウドにかけるコストを分析、自動化、最適化するための「リソー
ス最適化ソリューション」に関心を寄せる企業、大学も世界的に増えてきている。クラウド利用の拡大は、IT 担当の増員が追
い付かないほど進んでいるため、クラウドリソース最適化を自動化できればクラウドコストも最適化でき、IT 部門担当者の業
務効率を改善して、より価値の高い業務に取り組むことができるようになる。本セッションでは、最先端のクラウド最適化ソ
リューションを先進企業からアップデートしてもらうことで、今後急拡大が見込まれる各大学のクラウド運用の最適化を検討
するきっかけになればと考えている。

13AM2E	 クラウドネイティブ戦略を見据えたクラウド最適化ソリューション
クラウド部会（提案責任者：渡邉英伸）
日時：2022/12/13　10：45〜 12：15　　場所：E会場（会議棟・萩）
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■オーガナイザ
岡田　義広（九州大学）
森村　吉貴（京都大学）

■講師・パネリスト・司会者等
詳細は、以下のページをご覧ください。
https://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/AXIES/axies2022/sig-itb/

■セッション概要
AXIES の IT ベンチマーキング部会は、各大学が ICT 戦略を進めるための重要な指針となるデータを提供することを目的とし
ています。また、EDUCAUSE Core Data Service（CDS）を参考に日本版CDSを実施したいと考えています。昨年度の当企画セッ
ションで議論した内容を反映した今年度の調査事業の進捗について報告いたします。

13AM2B	 IT ベンチマーキング調査事業中間報告
ITベンチマーキング部会（提案責任者：岡田義広）
日時：2022/12/13　10：45〜 12：15　　場所：B会場（展示棟・会議室2）
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■オーガナイザ
大西　淑雅（九州工業大学）

■講師・パネリスト・司会者等
佐藤　重幸（東京大学）
政谷　好伸（国立情報学研究所）
桑田　喜隆（室蘭工業大学）

■セッション概要
近年、初等・中等教育においてプログラミング教育が開始され、タブレット端末等を用いた実践的な教育が実施されている。
また、多くの高等教育機関では、ノートパソコン必携化が浸透しつつあり、学習者が所有する情報デバイスを用いた教育も期
待されている。本企画セッションでは、学習者が利用可能な情報環境（キャンパス内のサーバ環境や情報端末を含む）とイン
ターネット上の各種サービスを用いたプログラミング教育支援について議論を行う。3 名の講師の方に、プログラミング教育・
教育環境の支援に関する話題を提供頂き、セッション参加者と共に議論を深める。なお、最新の情報はオープンソース技術部
会のホームページ https://oss.axies.jp/activity/y2022/kikaku202212a/ にてお知らせする。また、公開可能な資料等は、年次
大会終了後に提供する予定である。

■オーガナイザ
山中　敏正（高知大学研究国際部長 / 国立大学法人等情報化連絡協議会会長）

■講師・パネリスト・司会者等
①服部　　実（名古屋工業大学）
②武田　啓之（香川大学）
　末廣　紀史（香川大学）
　大野　真伯（香川大学）
③藤本　一之（東北大学）
　安孫子寛樹（東北大学）
　瀬成田　智（東北大学）
　山岸　樹矢（東北大学）
　川上　　翔（東北大学）
　鈴木　翔太（東北大学）
　小野﨑伸久（東北大学）

■セッション概要
国立大学法人等情報化連絡協議会が開催する事務用業務システム改善についての情報化発表会（事例発表会）での優秀な事例
発表について、本企画セッションでも発表を行います。また、上記発表会での傾向等についても報告します。

13PM1A	 Jupyter 等の環境を用いたプログラミング教育支援の現状
オープンソース技術部会（提案責任者：大西淑雅）
日時：2022/12/13　13：45〜 15：15　　場所：A会場（展示棟・会議室1）

13AM2F	 大学の事務用業務システムの現状
実行委員会（提案責任者：山中敏正）
日時：2022/12/13　10：45〜 12：15　　場所：F会場（会議棟・橘）
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■オーガナイザ
梶田　将司（京都大学）

■講師・パネリスト・司会者等
講師：
松浦　孝紀（沖縄科学技術大学院大学）
梶田　将司（京都大学）
山田　恒夫（放送大学）
John Augeri（パリデジタル大学）

■セッション概要
国際連携室では、EDUCAUSE 年次カンファレンスにおいて、AXIES レセプションやセミナーを開催し、日本からの参加者
に対して EDUCAUSE 首脳陣との意見交換や他国の EDUCAUSE ライクな組織との交流を行ってきた。今年度から開始し
た EDUCAUSE 年次カンファレンス派遣事業では、ポストコロナ時代を見据えた国際的センスのある後継者を育成しつつ、
EDUCAUSE年次カンファレンスを通じた知見の共有や大学ICT活用推進機関との連携を強めることにより、AXIESの人的ネッ
トワークのグローバル化を推進することを目的としている。今年の EDUCAUSE 年次カンファレンスは、開催地（デンバー）
でのオンサイト参加だけでなく、新たな試みとしてオンラインイベントが翌週に開催されることになった。本企画セッション
では、EDUCAUSE 年次カンファレンス 2022 の参加報告を行うとともに、試行期間と位置付けた今年度の活動を振り返る。

13PM1F	 EDUCAUSE年次カンファレンス2022参加報告
国際連携室（提案責任者：梶田将司）
日時：2022/12/13　13：45〜 15：15　　場所：F会場（会議棟・橘）
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■オーガナイザ
森村　吉貴（京都大学）
近堂　　徹（広島大学）
尾崎　拓郎（大阪教育大学）
森本　尚之（三重大学）

■講師・パネリスト・司会者等
　講師 1：
　小野　英理（京都大学）
　講師 2：
　天野　由貴（東京工業大学）
　講師 3：
　谷村　　昇（立命館大学）

■セッション概要
ICT サービスの運用者が、問い合わせやクレームの対応を行う時に「もっとマニュアルやウェブページでの内容を充実させて
おけば！」と感じる機会は多い。
ユーザーとのコミュニケーションを行う上では、そもそもの情報提供の時点から理解度を高めることが後々の全ての段階にお
いて効果的である。しかし、ICT サービスについてのマニュアルやウェブページを作成するためのノウハウは広く共有されて
いるとは言い難く、担当者個人の知見として蓄積されている場合が多い。
そこで本セッションでは、ICT サービスの情報提供において要となるマニュアル・ホームページの作成方法・運用方法について、
参考となる大学の事例を紹介した上で、聴講者を含めて意見交換を行うパネルディスカッションを行い、理解されやすいマニュ
アルやウェブページの作成を行う上で有益な知見を共有する。

13PM1E	「理解されない」マニュアルからの脱却
〜ユーザーとのコミュニケーションを向上するマニュアル・ウェブページのつくり方〜

ユーザーコミュニケーション部会（提案責任者：森村吉貴）
日時：2022/12/13　13：45〜 15：15　　場所：E会場（会議棟・萩）
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■オーガナイザ
深澤　良彰（早稲田大学）

■講師・パネリスト・司会者等
講師：
EDCAUSE　John O’Brien 会長

（指定討論者：大学 CIO などを想定）

■セッション概要
将来の大学 ICT の方向性について、EDUCAUSE John O’Brien 会長にご講演をいただくとともに、参加いただく大学 ICT 関
係者との質疑応答を通して議論を深める。

■オーガナイザ
喜多　　一（京都大学）
和田　智仁（鹿屋体育大学）

■講師・パネリスト・司会者等
三島　和宏（東京農工大学）
梶田　将司（京都大学）
東田　　学（大阪大学）

■セッション概要
個人が購入した情報機器を教育活動で使用するいわゆる BYOD 施策が多くの大学で実施されています。さらに、コロナ禍以降
のオンライン授業の普及とそれに伴う学生の学習環境の変化、GIGA スクール構想の開始など、大学の情報教育を取り巻く状
況は大きくかわりつつあります。
大学での情報教育、特にアカデミック ICT リテラシーに関する内容については、従来はパソコン教室において一斉授業として
行っている大学が多数でした。しかし、BYOD の導入や授業のオンライン化などが進行する中で、大学のパソコン教室を含め、
情報教育環境の再定義が必要となっていると考えられます。
本セッションでは、先進的な大学での取り組み事例や関連するシステムの紹介を行いながら、今後の大学における情報教育環
境を議論していきます。

13PM2F	 EDUCAUSE John O'Brien 会長と語る大学 ICTの将来像
CIO部会（提案責任者：深澤良彰）
日時：2022/12/13　15：30〜 17：00　　場所：F会場（会議棟・橘）

14AM1A	 BYOD時代の情報教育環境を考える
情報教育部会（提案責任者：和田智仁）
日時：2022/12/14　9：00〜 10：30　　場所：A会場（展示棟・会議室1）
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■オーガナイザ
丹羽　量久（長崎大学）

■講師・パネリスト・司会者等
司会：
丹羽　量久（長崎大学）
講　師：
櫻田　武嗣（アマゾン ウェブ サービスジャパン合同会社）
中田　寿穂（日本マイクロソフト株式会社）
シン　ジン（Oracle Academy Japan & Korea） 

■セッション概要
最近の大学の授業では、教養科目や専門科目に限らず、講義に加えて単元ごとに演習を組み込む形式で授業設計されることが
多い。その中で、ICT を活用する演習について考えてみると、教員と学生それぞれに、講義を聴講するのみで構成される科目
であれば、必要がなかった次のような付随作業が要求されることがある。
　- 実習の準備としての環境設定
　- バージョンアップに伴う資料改変
他方、企業で行われるセミナーも近年では無償かつ体験型となるハンズオン形式のものが流行しているようだ。両者ともにソ
フト等を実際に動作させる形態であり、さらに事前事後の両学習を含めて考慮すると、ハンズオンセミナーを再構成し、大学
授業の演習部分として流用した授業設計も考えられる。
本セッションでは、ハンズオンセミナーを大学の授業に組み込むような相互補完の可能性を探る。

15AM1A	 ハンズオンパッケージの教材化と授業への活用
ソフトウェアライセンス部会（提案責任者：丹羽量久）
日時：2022/12/15　9：00〜 10：30　　場所：A会場（展示棟・会議室1）

■オーガナイザ
小畑　博靖（広島市立大学）

■講師・パネリスト・司会者等
荒川　伸一（大阪大学 准教授）
芳賀　　敦（東京都公立大学法人東京都立大学管理部 5G・南大沢まちづくり担当課長）

■セッション概要
大学でのローカル 5G の導入が散見されるが、未だ、性能の報告などはほとんどなされておらず、運用実態があまり知られて
いない。今回は、大阪大学と東京都立大学において導入しつつある研究用ローカル 5G につて、大阪大学の荒川先生と東京都
立大学の芳賀氏に、現状について運用状況や課題などについて語って頂く。

■ローカル 5G 運用は大学に何をもたらすのか～研究と運用で得られた可能性と課題～
大阪大学大学院情報科学研究科では、ローカル 5G を活用する情報ネットワーク技術、遠隔ロボット制御、自動運転高度
化などの実証研究を目的として広大なキャンパスを実証実験の場としてリビングラボ化／スマートキャンパス化すべく
4.7GHz 帯の無線局を設置し運用している。
本講演では、キャンパスの通信インフラの観点から商用 5G とローカル 5G の位置づけを述べ、ローカル 5G の導入経緯や
運用により得られた知見を述べる。また、スマートキャンパス化の実現にあたって生じうる運用上の課題も述べる。

■環境構築から 2 年～ローカル 5G 環境運用における課題と取組
東京都立大学ではローカル 5G 環境を 2021 年 1 月より運用しており、間もなく構築から 2 年を迎えようとしている。研究
活動や実証実験に広く活用できる環境とするため、28GHz 帯及び 4.7GHz 帯それぞれの電波特性を組み合わせ、南大沢・
日野の両キャンパスの広範囲をカバーしているのが特徴である。東京都が策定した「『未来の東京』戦略」では、南大沢地
区は「『スマート東京』先行実施エリア」の一つとして挙げられており、東京都立大学も、ローカル 5G など最先端の研究
環境を整備し、研究支援や産学連携の取組を進めている。　
本講演では、ローカル 5G 環境の構築及び運用の中で直面してきた様々な課題と対応策について、また今後の機能拡張や活
用の方向性などの展望について述べる。

14AM2A	 大学でのローカル5Gの現状：導入と性能チューニング
高品質・セキュリティ ICT部会（提案責任者：村瀬勉）
日時：2022/12/14　10：45〜 12：15　　場所：A会場（展示棟・会議室1）
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■オーガナイザ
山田　恒夫（放送大学）

■講師・パネリスト・司会者等
司会：
布施　　泉（北海道大学）
講演・パネルディスカッション：
1）OER とは何か：日本における現状（放送大学・山田恒夫）
2）大学における改正著作権法第 35 条運用の実際（広島大学・隅谷孝洋）
3）オンライン授業と大学の将来（京都大学・喜多一）

■セッション概要
わが国では、教育コンテンツの共有・再利用をめぐって、コロナ禍（COVID-19 パンデミック）の少し前から、大きな動きがあっ
た。1 つは、ユネスコの「オープン教育資源（OER）に関する勧告」（2019 年 11 月 25 日第 40 回ユネスコ総会にて採択）が、
2020 年 11 月 24 日の閣議決定を経て国会報告され、日本でも社会的に認知されるに至ったこと、もうひとつは、2020 年 4
月施行の改正著作権法により、授業目的公衆送信補償金制度の運用が始まったことである。後者は当初補償金額 0 円で開始さ
れたが、補償金管理団体の SARTRAS を中心に制度整備が進められ、現在では集められた補償金の分配が始まっている。
コロナ禍において、多くの教育機関や教員がオンライン授業の実施を余儀なくされ、授業記録ビデオやオンライン教材を作成
したり利用したりすることも珍しくなくなった。なかには、作成したコンテンツを SNS 等で共有し利用するようなケースも
増えてきた。本セミナーでは、教員あるいは教育機関が OER として公開する場合にどのような配慮が必要なのか、一方、教
員あるいは教育機関が OER を授業で利用する場合、著作権法第 35 条適用コンテンツをどう併用すべきか、課題を整理し、将
来への展望をうる。

15AM2A	 教育コンテンツ共有の課題と将来：OERと授業目的公衆送信補償金制度
学術・教育コンテンツ共有流通部会（CSD）（提案責任者：山田恒夫）
日時：2022/12/15　10：45〜 12：15　　場所：A会場（展示棟・会議室1）

■オーガナイザ
松原　茂樹（名古屋大学）
船守　美穂（国立情報学研究所）
元木　正和（東北大学）
金子　康樹（慶應義塾大学）
高田　良宏（金沢大学）
甲斐　尚人（大阪大学）

■講師・パネリスト・司会者等
司会：
松原　茂樹（名古屋大学）
講師：
松原　茂樹（名古屋大学）
船守　美穂（国立情報学研究所）
金子　康樹（慶應義塾大学）
甲斐　尚人（大阪大学）
高田　良宏（金沢大学）

■セッション概要
研究活動における研究データの役割が増すにつれ、研究データマネジメントを組織的に推進すること、すなわち、研究データ
ガバナンスを確立することが大学の重要な課題となっている。研究データガバナンスを構築するために、単にデータポリシー
を策定すればよいというわけではなく、体制、人材、規程、システムなど大学における様々な基盤を整備する必要がある。本
企画セッションでは、大学における研究データガバナンスについて、先進的な事例を共有し、その在り方について検討するこ
とを目的とする。具体的には、データポリシー、ガイドライン、支援体制、情報基盤、データマネジメントプラン、人材育成、
教材等を取り上げ、実践例に関する講演、及び、パネル討論を実施する。

15AM1E	 大学における研究データガバナンスを考える
研究データマネジメント部会（提案責任者：松原茂樹）
日時：2022/12/15　9：00〜 10：30　　場所：E会場（会議棟・萩）
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■オーガナイザ
脇　　昌弘（ネットアップ合同会社）
渥美　紀寿（京都大学）

■講師・パネリスト・司会者等
司会：
脇　　昌弘（ネットアップ合同会社）
講師：
脇　　昌弘（ネットアップ合同会社）
渥美　紀寿（京都大学）
神原　豊彦（ネットアップ合同会社）
前川　和也（エクイニクス・ジャパン株式会社）
矢萩　陽一（エクイニクス・ジャパン株式会社）
櫻田　武嗣（アマゾンウェブサービスジャパン合同会社）

■セッション概要
研究活動における研究データの役割が増すにつれ、信頼性のある研究データの適切な管理・利活用促進のため、研究データの
管理・利活用を支える環境整備が喫緊の課題となっている。そのベースとなる共有ストレージについては、最新の情報をアッ
プデートする必要がある。このセッションでは、IT 部門の運用・管理負担の軽減を視野に入れたマネージドサービスとしての
従量課金型のストレージやパブリッククラウドで提供される先進的な技術機能をこれまで以上に迅速かつ有効に利用できるよ
うハイブリッドクラウドやマルチクラウドアーキテクチャを視野に入れたストレージについて賛助企業から最新アップデート
の機会を設ける。

15AM2E	 大学における研究データの利活用を支える最先端ストレージソリューション
研究データマネジメント部会（提案責任者：松原茂樹）
日時：2022/12/15　10：45〜 12：15　　場所：E会場（会議棟・萩）

■オーガナイザ
深澤　良彰（早稲田大学（AXIES 会長））

■講師・パネリスト・司会者等
深澤　良彰（早稲田大学（AXIES 会長））

■セッション概要
賛助会員が AXIES に期待するものや AXIES が賛助会員に期待するものについて、AXIES 会長と賛助会員との情報交換を行う。

15AM2B	 賛助会員がAXIES に期待するもの　〜会長と語ろう！〜
AXIES 会長企画セッション（提案責任者：深澤良彰）
日時：2022/12/15　10：45〜 12：15　　場所：B会場（展示棟・会議室2）
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■オーガナイザ
重田　勝介（北海道大学）

■講師・パネリスト・司会者等
重田　勝介（北海道大学）
酒井　博之（京都大学）
辻　　靖彦（放送大学）
稲葉利江子（津田塾大学）
平岡　斉士（熊本大学）
伏木田稚子（東京都立大学）

■セッション概要
本セッションでは、2020 年度に全国の高等教育機関向けに実施した ICT 利活用調査の分析結果について報告する。本調査では、
各大学における ICT 利活用教育に関する組織戦略、実施状況、利点・欠点、支援体制、オンライン授業の実施状況等について
調査した。本セッションでは調査結果の分析から、高等教育機関の ICT 利活用における可能性や課題について議論する。

15PM1A	 高等教育機関における ICT利活用の現状と展望　〜2020年度調査の分析結果から〜
ICT利活用調査部会（提案責任者：重田勝介）
日時：2022/12/15　13：45〜 15：15　　場所：A会場（展示棟・会議室1）

■オーガナイザ
梶田　将司（京都大学）

■講師・パネリスト・司会者等
　Patrick Masson（Apereo Foundation）

■セッション概要
オープンソース部会では、Apereo Foundation と大学 ICT 推進協議会との間の覚書に基づき、Apereo Foundation Interim 
General Manager の Patrick Masson 氏を招へいします。本企画セッションでは、2030 年頃のオープンソース利活用を想定
し、どのようなベネフィットや機会があり得るのか、また、そのプロセスについて前任の Open Source Initiative での経験や
知見に基づいてお話し頂きます。なお、最新の情報はオープンソース技術部会のホームページ https://oss.axies.jp/activity/
y2022/kikaku202212b/ にてお知らせします。また、公開可能な資料等は、年次大会終了後に提供する予定です。

15PM1B	 Shedding Light on Shadow:
Global Open Source and Open Standards to advance teaching and learning

オープンソース技術部会（提案責任者：大西淑雅）
日時：2022/12/15　13：45〜 15：15　　場所：B会場（展示棟・会議室2）
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ランチョンセミナー
出展者セミナー
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ランチョンセミナー

12月 13日（火）
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授業の質的向上と学生の満足度向上において、教員の学生へのフィードバックの有用性は研究で報告されていますが、時間と
労力の面で教員への負担が少なくないことが懸念されます。本セミナーでは、学生のレポートや課題の添削・採点・評価のワー
クフロー最適化によるフィードバックの効率化、デジタル採点システム導入による採点業務全般の負担軽減について、研究で
検証された弊社ツールの有用性や導入事例を交えて紹介いたします。

ランサムウェアなどの攻撃にどう備えるか？何からセキュリティ対策をすべきなのかといった課題はありませんか？新型コロ
ナウィルスの感染リスク低減のため、うがい、手洗い、予防接種などが重要なように IT 資産においても全ての資産をリアル
タイムに把握し脆弱性を確実に対処することでリスクを低減し、重大なインシデントを防ぐ効果があります。本セッションで
はサイバーハイジーンのユースケースをデモを交えご紹介いたします。

教職員・研究者・学生がどのように ICT の恩恵を受けるべきか「利用者視点」のシステム提供が求められています。クラウド
は単なる計算資源のアウトソーシングではなく、従来は実現できなかったことを可能にします。本セミナーではクラウド導入・
移行に対して期待と不安の両方をお持ちの皆さまに、基本的な情報から組織としてクラウドを導入するノウハウをご提供する
とともに、国内外の事例をご紹介します。

13LB1C	 教育DXで実現する学習評価ワークフロー
〜レポート課題の効果的なフィードバック＆効率的なデジタル採点〜

出展者：ターンイットイン・ジャパン合同会社
日時：2022/12/13　12：30〜 13：30　　場所：C会場（展示棟・会議室3）

13LB1D	 今そこにあるセキュリティリスクは見えていますか？
IT 資産の衛生管理サイバーハイジーンとは

出展者：タニウム合同会社
日時：2022/12/13　12：30〜 13：30　　場所：D会場（展示棟・会議室4）

13LB1F	 AWSで実現する研究・教育のデジタルトランスフォーメーション
出展者：アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社
日時：2022/12/13　12：30〜 13：30　　場所：F会場（会議棟・橘）
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12月 14日（水）
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各大学では、学生の個人持ち PC の普及から活用へと関心がシフトしてきています。本セミナーでは活用促進のための「BYOD
に対応する授業支援・語学学習システム」、什器を含めた「教室環境整備」、AV・ICT の「一括制御・操作システム」の 3 点
についてご紹介します。さらに、BYOD への変化の中で提供される新たな学生サービス（認証、コンビニ証明書、等）も合わ
せてご紹介します。

実際に学内情報基盤に携わっている東京農工大学の先生をお招きして、進化を続ける学内情報基盤の在り方、学生の持ち込み
PC 端末で授業／自習を可能とする仮想デスクトップサービスの今後、IDaaS 導入における全体最適化のポイント等について、
体験談を交えてご講演頂きます。

ソースポッドが毎年調査・発行している「全国 788 大学のアカウント漏洩調査レポート」より、大学における情報漏洩の実態
と、不正アクセスによる被害状況について解説。
ご参加特典として、所属大学のアカウント漏洩状況と危険度を可視化した「アカウント漏洩調査レポート」を無償提供いたし
ます。

弊社は大学・学術機関様向けに AWS の活用を支援するパートナー企業です。昨今、大学・学術機関様において教育・研究の
本質に集中する為、AWS の利用が拡大しています。本セミナーでは AWS の買い方、支払い方から、情報基盤システム、研究
用途など様々なシーンで活用される AWS の具体的な活用事例について紹介します。弊社の請求管理ツール Hyper Billing の
活用、構築や運用のサービスをご紹介します。

大学 DX を成功させるため大学内外の組織や階層を超えて多様なコミュニケーションスタイルを用いながら実践く事例をもと
に識者とのディスカッションを通じ、これからの DX を考えます。

14LB1B	 学生の個人持ちPCを有効活用するための情報・環境づくりのご提案
〜BYODに対応する各種システムや事例のご紹介〜

出展者：株式会社内田洋行
日時：2022/12/14　12：30〜 13：30　　場所：B会場（展示棟・会議室2）

14LB1C	 国立大学法人東京農工大学　進化を続ける学内情報基盤！
仮想デスクトップサービスと認証をクラウドで統合管理する IDaaS 導入の事例紹介

出展者：ユニアデックス株式会社
日時：2022/12/14　12：30〜 13：30　　場所：C会場（展示棟・会議室3）

14LB1D	 2022年度版、全国791大学の最新アカウント漏洩調査レポートから読み解く、不正アクセス・
情報漏洩の実態と対策

出展者：株式会社ソースポッド
日時：2022/12/14　12：30〜 13：30　　場所：D会場（展示棟・会議室4）

14LB1E	 大学・研究機関におけるAWS活用事例
〜クラウドの調達方法から活用事例までをご紹介〜

出展者：MEGAZONE株式会社
日時：2022/12/14　12：30〜 13：30　　場所：E会場（会議棟・萩）

14LB1F	 大学 DXを成功させるために
〜唯一無二の大学DXを大学内外の組織と階層を超えて、かつセキュアに実現しよう

出展者：日本マイクロソフト株式会社
日時：2022/12/14　12：30〜 13：30　　場所：F会場（会議棟・橘）
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12月 15日（木）

サイバーセキュリティ企業である Rubrik は、The Zero Trust Data Security（TM）カンパニーの先駆者です。機械学習を活用
した Rubrik Security Cloud は、オンプレミス、クラウド、および SaaS アプリケーション全体のデータを安全に保護します。
サイバー攻撃からデータを自動的に保護し、データリスクを継続的に監視し、データとアプリケーションを迅速に復旧させます。

学生と教員の双方にメリットをもたらす、クラウド型・講義用動画／収録 / 配信プラットフォーム「Panopto（パノプト）」の
特長紹介と、コロナ禍以降におけるオンライン／オフライン／ハイブリッド／ハイフレックス型授業での活用手法をご紹介。

無線 LAN、有線 LAN、SD-WAN、セキュリティ、クラウドまで、キャンパスネットワーク全体を一気通貫でユーザー体感を分
析・可視化し、運用管理の自動化・省力化に最適な AI ドリブンの運用を実現するプロアクティブ型 AIOps（AI を活用した運用）
ソリューションを国内事例を交えてご紹介◆オンライン授業に繋がらない・遅い◆日々のトラブルシューティングに時間が掛
かるといった課題を解決します。

15LB1C	 Rubrik が提供する次世代データセキュリティ
〜オンプレ、クラウド、MS365でも〜

出展者：Rubrik Japan
日時：2022/12/15　12：30〜 13：30　　場所：C会場（展示棟・会議室3）

15LB1D	 講義動画収録／配信・視聴／クラウド型　総合ビデオプラットフォーム「Panopto（パノプト）」
の活用方法

出展者：株式会社映像センター
日時：2022/12/15　12：30〜 13：30　　場所：D会場（展示棟・会議室4）

15LB1E	 国内大学の事例をご紹介！大学ネットワークの共通課題を知り、Mist AIOpsによるスマートな
解決法を学ぶ60分

出展者：ジュニパーネットワークス株式会社
日時：2022/12/15　12：30〜 13：30　　場所：E会場（会議棟・萩）

研究 DX における、Vertex AI 導入事例についてご紹介いたします。Vertex AI はデータサイエンスや AI・機械学習の研究・
開発において求められる多くのツールを1つの統合されたUIで提供するAIプラットフォームです。Vertex AIを導入いただき、
AI モデルの開発を加速いただく事例についてご紹介します。

15LB1F	 Google Cloudが推進する最新のAIソリューションを活用した研究DX
出展者：グーグル・クラウド・ジャパン合同会社
日時：2022/12/15　12：30〜 13：30　　場所：F会場（会議棟・橘）
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出展者セミナー

12月 14日（水）

人事トータルシステム “ スマカン ” につきまして、その機能、導入メリット等を、総合大学向け導入事例、導入に際しての目
的及びそれに至った課題、それが “ スマカン ” でどの様に解決できるのか（なぜそう判断できたのか）、将来展望などを交え
ながらご紹介いたします。

昨今、猛威を振るうランサムウェア。最近ではバックアップデータもそのターゲットとなっており、バックアップデータも含
めて暗号化／削除されてしまうことで、復旧もできず、被害が大きくなってしまう例も報告されています。本セミナーでは、
クライム取り扱い製品によるランサムウェア対策、日々の監視によるランサムウェアの早期発見や、バックアップデータ堅牢
化による防止策など、様々なデータ保護戦略について紹介します。

今日の学術研究において研究データはその重要性をますます強くしています。NII では 2021 年、研究データ基盤のサービス
提供を開始しましたが、実際の研究活動ではデータの流通を担うネットワーク基盤もこれまで以上に重要となっています。本
セミナーでは、2022 年から提供を開始した学術ネットワーク「SINET6」をご紹介するとともに、データ収集・解析の場面で
どのように活用できるのか皆様と議論したいと思います。

Google Cloud が大学における業務改革や DX をどのようにお手伝いさせていただけるかをご紹介いたします。Google 
Workspace for Education や Chromebook を活用した業務改革や、Google Cloud をクラウド基盤とした LMS など実際のご
活用事例も合わせてご紹介させていただきます。

14AM1C	 総合大学導入事例に学ぶ人事トータルシステムの効用
出展者：スマカン株式会社
日時：2022/12/14　9：00〜 10：00　　場所：C会場（展示棟・会議室3）

14AM1D	 迫りくるランサムウェアの魔の手！感染を防ぐデータ保護戦略とは
出展者：株式会社クライム
日時：2022/12/14　9：00〜 10：00　　場所：D会場（展示棟・会議室4）

14AM1E	 SINET6とデータ収集・解析基盤
出展者：国立情報学研究所
日時：2022/12/14　9：00〜 10：30　　場所：E会場（会議棟・萩）

14AM1F	 Google Cloud で実現する大学業務改革とDX
出展者：グーグル・クラウド・ジャパン合同会社
日時：2022/12/14　9：00〜 10：00　　場所：F会場（会議棟・橘）
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学認に対応した IDaaS「Extic」のご紹介と、実際に導入いただいた東北学院大学様の導入背景や効果を具体的にご紹介します。
また、人事給与や学務システムなどに散在する学生や教職員の ID をひとつのクラウド DB へ集約できる新サービスをご紹介
します。

14AM2C	 IDaaS「Extic」へ全面移行！東北学院大学様の取組みとは／散在する学内 IDを統合管理する
新クラウドサービスのご紹介

出展者：エクスジェン・ネットワークス株式会社
日時：2022/12/14　10：45〜 11：45　　場所：C会場（展示棟・会議室3）
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「いつか来るかもしれないサイバー攻撃から組織を守るために備える」というこれまでのセキュリティ対策の概念を取り払い、
「守る側が能動的に情報を集め、シミュレートして対策する」ことで、攻撃される前に対策を行うことができます。その対策は、
守る側ではなく攻撃者側の情報や技術、知見などを活用しなければ意味がありません。本セッションでは、その闇の部分に迫
りながら、事例とともに弊社の技術を紹介いたします。

先進技術の知識に加え、理解・応用できる実践的能力あるセキュリティ人材育成のために全国の大学で連携・運用しているセ
キュリティ人材育成コース Basic SecCap/SecCap/ProSec を運営しています。本セミナーでは取り組み事例を紹介し、実践的
人材育成に関して参加者との意見交換を行います。

政府は「AI 人材育成」の観点から、大学・高等専門学校で、文理を問わず AI・データサイエンス教育を展開する方針を打ち出し、
取り組みに対する認定制度も動き出しています。これを受けて、教育機関ではどのように教育を進めていけばよいのでしょう
か。文部科学省の政策や大学での実践事例を紹介し、AI・データサイエンス教育の全学導入のポイントと具体的な対応策につ
いて解説します。

LMS・ポータルを中心に 2014 年にリリースし、今なお進化し続ける教育支援プラットフォーム「in Campus シリーズ」の全
容とストロングポイントについて直接、開発に携わるメンバーが解説するとともに今後の進化の方向性についてもコメントし
ます。

クラウドネイティブに伴うシステム構成の複雑化や、働き方の多様化が進みつつある今、テレワークには柔軟かつ簡易な運用
とセキュリティ強化が求められています。ネットワーク管理とセキュリティ機能が包含された SASE を活用したテレワークと、
FIDO2 認証による多要素認証の仕組みとシングルサインオンについてご紹介します。

14AM2D	 攻撃者よりも優位な立場で組織を守るために
出展者：KELA株式会社
日時：2022/12/14　10：45〜 11：45　　場所：D会場（展示棟・会議室4）

14AM2E	 実践的セキュリティ人材育成に関する取り組み
出展者：東北大学大学院情報科学研究科 実践的情報教育推進室
日時：2022/12/14　10：45〜 12：15　　場所：E会場（会議棟・萩）

14PM3A	 AI・データサイエンス教育の全学導入に備える
出展者：日経パソコンEdu／日経BP
日時：2022/12/14　16：30〜 17：30　　場所：A会場（展示棟・会議室1）

14PM3B	 進化を続ける「in Campus シリーズ」で共創し実現を目指す教育DXの姿
出展者：キヤノン IT ソリューションズ株式会社
日時：2022/12/14　16：30〜 17：30　　場所：B会場（展示棟・会議室2）

14PM3C	 クラウドネイティブ時代のテレワークと FIDO2による認証強化
出展者：ジェイズ・コミュニケーション株式会社
日時：2022/12/14　16：30〜 17：30　　場所：C会場（展示棟・会議室3）

社会環境の急激な変化とともに、入学候補者や学生、卒業生、保護者などあらゆるステークホルダーが求める体験も変化し
ています。こうした期待に応えるために、生涯にわたって学習者と教育機関とのエンゲージメントを実現する教育機関向け
CRM プラットフォームとして Tableau・MuleSoft・Slack を含む「Salesforce for Education」について顧客事例を交えなが
らご紹介します。

14AM2F	 世界の潮流　Salesforce for Education　〜　CRMで生涯にわたる学習者と教育機関との
エンゲージメントを支援

出展者：株式会社セールスフォース・ジャパン
日時：2022/12/14　10：45〜 11：45　　場所：F会場（会議棟・橘）
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公的資金の利用ガイドラインや電子帳簿保存法の改正、調達対象の物品の多様化など研究・教育機関を取り巻く調達・購買の
環境は大きく変化しています。そのため機関内の調達に関わるルールやシステムの刷新が求められています。本講演では、組
織が Amazon の法人向け EC サービスである Amazon ビジネスを活用し、どのように調達・購買の公正さを維持しつつ効率
化出来るのかについて、実例を交えながらご紹介いたします。

14PM3F	 Amazon ビジネスによる新しい購買システム
出展者：アマゾン ウェブ サービス		ジャパン合同会社
日時：2022/12/14　16：30〜 17：30　　場所：F会場（会議棟・橘）

Axis は、20 年以上にわたる独自画像処理 CPU 開発の積み重ねにより、カメラ自体の内部で処理されるリアルタイムでの物
体検知や分類などの分析機能を提供しています。カメラ内蔵の分析機能自体は新しいものではなく、Axis では高画質な映像と
ディープラーニングの組み合わせにより分析機能に変革をもたらします。本セミナでは、Axis Edge IoT における基礎技術と
今後の方向性のご紹介をいたします。

昨今は、大学におけるクラウドの活用やパンデミック対策など、従来型のネットワーク基盤とセキュリティの考え方が通用し
なくなっています。その様な中、クラウドサービス型でセキュリティを提供するアカマイのソリューションは、日本の多くの
大学で採用されています。
本セッションでは、アカマイのゼロトラスト関連ソリューションの紹介と大学における事例について情報をお届けします。

14PM3D	 Axis システムオンチップ (SoC)/DLPU によるネットワークのエッジにおけるディープ
ラーニング分析の新たな時代の到来

出展者：アクシスコミュニケーションズ株式会社
日時：2022/12/14　16：30〜 17：30　　場所：D会場（展示棟・会議室4）

14PM3E	 大学で実績多数のゼロトラスト・セキュリティ
-フィッシング・ランサムウェア・在宅勤務対策の事例紹介 -

出展者：アカマイ・テクノロジーズ合同会社
日時：2022/12/14　16：30〜 17：30　　場所：E会場（会議棟・萩）
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本セミナーで得られる情報
・予算が足りなくなる !? 知らないと危ないクラウド調達時の落とし穴
・クラウドを先行して導入した業界から学ぶ !! メリットを最大化させるその方法とは
・今、注目の【第 4 のクラウドサービス】OCI を徹底解説
・OCI の HPC が自動車業界を席巻 !? クラウドの常識を覆したそのヒミツ
・学生がクラウドを使って市長に施策を提案 !? 教育 × 地域課題解決を実現する新たな DX

コロナ渦における緊急対応として広がったオンライン会議システム。
教育、研究など現場に広く浸透した一方、その利用は「緊急対応としてのオンライン会議システム」の延長線上に今なお留まっ
ていませんか？
DX が加速する今、従来の枠を超えた「DX を支えるコラボレーションプラットフォーム」を実現していくことは必要不可欠で
あり、その実現をご支援する Webex の最新ソリューションをご紹介します。

15AM1F	【第 4のクラウドサービス】が凄い !? 今、注目のOCI とは
出展者：日本オラクル株式会社
日時：2022/12/15　9：00〜 10：00　　場所：F会場（会議棟・橘）

15AM2F	 あらゆるDXの根底に共通してある「コラボレーション」。Ciscoが大学様と描くその未来とは？
出展者：シスコシステムズ合同会社
日時：2022/12/15　10：45〜 11：45　　場所：F会場（会議棟・橘）

12月 15日（木）

入力や集計などの事務作業でお困りのことはありませんか？スマホひとつで作業ができればいいのに…そんなお悩みの解決手
段としてノーコード開発ツールを活用する大学が増えています。ノーコードは、専門的な知識が不要なため、職員の方々で開
発することができ、“ 幅広い業務 ” の DX を “ 短期間 ” かつ “ 低コスト ” で実現することが可能です。本セミナーではノーコー
ドによる DX を実現された大学の活用例についてご紹介いたします。

15AM1C	 現場でできる大学DX
出展者：キーウェアソリューションズ株式会社 東北支店
日時：2022/12/15　9：00〜 10：00　　場所：C会場（展示棟・会議室3）

オープンな開発プロセスで、リアルタイムな検索性能とペタバイトのデータに対応できる拡張性を備えた Elasticsearch は、
世界で最も多くのエンジニアに支持されている検索エンジンとして評価されています。また単に情報を検索する用途だけでな
く、サイバーセキュリティやオブザーバビリティの分野でも広く活用されています。Elasticが提供するそれぞれのソリューショ
ンを、利用事例を交えてご紹介いたします。

コロナウイルスの流行をきっかけに、大学では授業のデジタル化への対応のみならず、DX の推進によって更に質の高い教育
や学校生活を提供することが求められています。これに応える方法として、学内コミュニケーションのデジタル化、そして蓄
積したデータの活用について実際の大学事例とともにお話します。

15AM2C	 サーチ・セキュリティ・オブザーバビリティ、高速でスケーラブルな検索エンジンElasticsearch
の活用法

出展者：Elasticsearch 株式会社
日時：2022/12/15　10：45〜 11：45　　場所：C会場（展示棟・会議室3）

15AM2D	 AI チャットボットを活用した大学DXについて	
〜成功事例から見る学生サービス向上とデータ活用〜

出展者：株式会社PKSHA Workplace
日時：2022/12/15　10：45〜 11：45　　場所：D会場（展示棟・会議室4）
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大学において資格証明の発行は重要なトピックです。
世界的にも Verifiable Credentials 等の標準策定や実証実験が進んでいます。
本講演ではそれら動向及び弊社 ID 基盤サービス「SELIMD」の対応状況をご紹介いたします。

利用者による持込みデバイスや勝手に繋がれるルーターなど、不安・心配になることはありませんか？
メールからの侵入や最新の脆弱性をつく攻撃等、脅威はどこから入ってくるのか、わかりません。
本セミナーでは、従来型のセキュリティ製品では防げない脅威を独自の AI 技術でリアルタイムに検知および自動対処する仕
組み・機能を実装した製品をご紹介します。

デジタル庁が公表している「教育データ利活用ロードマップ」の通り、初等中等教育から高等教育、さらにはリカレント教育
など生涯にわたる学びの環境整備や学習歴証明に向けて、教育機関内や機関間の ID 統合が必要です。NEC では、教育機関へ
提供してきた統合 ID 管理にマイナンバーカード連携機能を付加し、生涯の教育データを一元化し本人にとって最適なデータ
利活用を実現する仕組みを提供します。

15PM1C	 デジタル資格証明に関する標準化動向と ID基盤サービス「SELMID」
出展者：CTC
日時：2022/12/15　13：45〜 14：15　　場所：C会場（展示棟・会議室3）

15PM1D	 あらゆる脅威から大学を守る自己学習型AI
出展者：ワールドビジネスセンター株式会社
日時：2022/12/15　13：45〜 14：15　　場所：D会場（展示棟・会議室4）

15PM1F	 教育デジタル IDが変革する大学のありかた
出展者：日本電気株式会社
日時：2022/12/15　13：45〜 14：15　　場所：F会場（会議棟・橘）

顔認証技術を活用したお役立ちをご提案。出欠管理、混雑検知など大学全体のセンシング技術を使った課題解決提案を実施し
ます。
動画収録配信サービスの Panopto は授業のオンデマンド配信だけでなく、教育現場での動画の活用を効果的、効率的に実施可
能です。世界の教育現場で 1,300 を超える実績で安心安全に活用いただけます。実際の活用事例もご紹介させていただきます。

15PM1E	 顔認証などセンシングを使ったソリューションとオンデマンド配信ツール Panopto で教育
現場のDXをバックアップ

出展者：パナソニック コネクト株式会社
日時：2022/12/15　13：45〜 14：15　　場所：E会場（会議棟・萩）
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展示マップ

出展者一覧



75

会
場
案
内
図

セ
ッ
シ
ョ
ン
一
覧

企
画
セ
ッ
シ
ョ
ン

展
示

全
体
会
・
イ
ベ
ン
ト

一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン

（
口
頭
発
表
）

一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン

（
ポ
ス
タ
ー
発
表
）

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

出
展
者
セ
ミ
ナ
ー

展示（正会員）

展示（賛助会員・非会員）

M-02	 国立情報学研究所
	 「SINET6とデータ収集・解析基盤」

NII では 2021 年に研究データ基盤、2022 年に SINET6 の提供を開始しました。展示では、SINET6 や研究データ管理
基盤などのサービスをご紹介します。

M-03	 大阪大学 サイバーメディアセンター
	 「大阪大学 サイバーメディアセンター」

大阪大学サイバーメディアセンターの教育研究を支える様々な活動をご紹介します。

M-04	 名古屋大学 情報連携推進本部
	 「継続的な情報環境改善を進める名古屋大学」

情報連携推進本部の活動、サービス、基盤整備、情報基盤共同利用等について、特に、認証基盤等の情報基盤の統合推
進や AP / クライアント両情報を使う無線 LAN 不調報告ページ等の継続的な改善について紹介を行う。

M-05	 東北大学データシナジー創生機構
	 「東北大学データシナジー創生機構の紹介と業務のDX推進プロジェクト・チームの活動について」

サイバーサイエンスセンター、データ駆動科学・AI 教育研究センター及び未踏スケールデータアナリティクスセンター
の紹介と業務の DX 推進プロジェクト・チームの活動内容を展示する。

M-06	 東北大学病院
	 「東北大学病院でのCOVID19対応にみる医療DX」

東北大学病院は、県内の医療機関、行政と密に連携し、COVID19 の感染制御に積極的に対応してきました。医療体制
が逼迫する中、迅速かつ機動的に対応してきた医療 DX の取り組みなどについてご紹介いたします。

M-07	 東北大学大学院情報科学研究科 実践的情報教育推進室
	 「SecCapセキュリティ人材育成」

知識と理解・応用の実践的能力をもつセキュリティ人材育成のために全国 の大学及び企業の連携で運用しているセキュ
リティ人材育成コース Basic SecCap/SecCap/ProSec を紹介します。

M-09	 一般社団法人大学 ICT推進協議会
	 「大学 ICT推進協議会（AXIES）の活動状況」

・大学 ICT 推進協議会の概要、現況
・情報倫理デジタルビデオ小品集８の案内
・AXIES 論文誌「学術情報処理研究」の案内

A-01	 株式会社内田洋行
	 「学生の個人持ちPCを有効活用するための情報・環境づくりのご提案」

「EC サイトにおける大学推奨 PC 販売」「複雑な AV 機器をスマホで楽々操作」「学生の育成／成長の可視化を促進する
支援システム」「大学様ポータルアプリの決定版」「世界標準の CBT プラットフォーム」

A-04	 京セラドキュメントソリューションズジャパン株式会社 東北営業部
	 「多くの国内大学から選ばれている学生向けプリント管理のプラットフォーム

〜TASKGUARD ID マネージメントシステム」
様々な BYOD 環境に対応できる印刷管理システムです。
環境・資源・コストに配慮しながら、学生向けにプリンターや複合機による印刷環境を提供するためのプラットフォー
ムです。

A-05	 株式会社映像センター
	 「学生と教員の双方にメリットをもたらす、クラウド型・講義用動画／収録／配信プラットフォーム
	 「Panopto（パノプト）」」

収録・配信・編集・視聴・管理機能がひとつになった教育市場向け・総合ビデオプラットフォーム「Panopto（パノプト）」。
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A-07	 日本オラクル株式会社
	 「【第 4のクラウドサービス】が凄い !? 今、注目のOCI とは」

学生がクラウドを使って市長にスマートシティ施策を提案 !?
クラウドの常識を覆したことで、自動車業界の HPC を席巻 !?
あのクラウドと比べてコストが半分以下 !?
今、注目の OCI を徹底解説。

B-01	 株式会社ネットスプリング
	 「ネットスプリング製品展示コーナー」

LDAP/RADIUS ベースのアプライアンス製品「AXIOLE」、ネットワークエッジ製品「eFEREC」両製品の新機能や導
入事例など、ネットスプリング製品の最新情報をご紹介します。

B-02	 サイオステクノロジー株式会社
	 「校務DXにおけるペーパレスの実現、ネットワーク認証サービスについて」

ネットワーク認証の多要素化ソリューションのデモ・Shibboleth 関連：ID プロビジョニング、LDAP セルフメンテナ
ンスの紹介・校務をクラウドで完結！ワークフロー「Gluegent Flow」の紹介。

B-03	 ユニアデックス株式会社
	 「進化を続ける学内情報基盤！
	 仮想デスクトップサービスとクラウド型 ID統合管理サービス IDaaSの大学様導入事例のご紹介」

学生の持ち込み PC 端末で授業／自習を可能とする仮想デスクトップサービスのご紹介と、大学の ID 管理、認証を
クラウドで統合管理する IDaaS の導入に関し、それぞれ事例を交えてご紹介いたします。

B-04	 ワールドビジネスセンター株式会社
	 「未知の脅威への対策強化！AI 活用型サイバーセキュリティ製品のご紹介」

従来型のセキュリティ製品では、多種多様化したサイバー攻撃を防ぐことが難しくなってきております。
弊社ブースでは、AI を活用した次世代型サイバーセキュリティ製品をご紹介・展示いたします。

B-05	 ターンイットイン・ジャパン合同会社
	 「レポートの類似度判定・添削・採点ツール Feedback Studio、AI を活用したデジタル採点ツールGradescope
	 ご紹介」

レポートの類似度判定・添削・採点ツール Feedback Studio、および AI を活用したデジタル採点ツール Gradescope
で採点作業を合理化し、学習管理に役立つ機能をご紹介します。

B-06	 SRA東北／SRAグループ
	 「SRA東北／SRAグループが提供するキャンパスソリューション」

学内の IT サービス利用における申請管理システムや通信教育課程も対応する教務システムの UniVision、学内の運用
アウトソース等 SRA グループ各社が提供する多彩な文教向けサービスをご紹介します。

C-01	 東北インテリジェント通信株式会社
	 「自社の光ファイバー網を基盤に構築した通信サービスにて、お客さまに最適な情報環境を最新の ICT 技術を活用し
	 ご提供します。」

自社のファイバー網を活用し、働き方改革やテレワーク等お客様のニーズに沿った通信サービスをご紹介。デジタルプ
ラットフォーム『よりそう東北コネクト』では、お客様の課題を解決する情報発信をしています。

C-03	 Infoblox 株式会社
	 「DNSセキュリティ最新動向紹介」

UTM などのゲートウェイ製品で防御できない、DNS を用いた攻撃が、マルウェアの 90％以上で利用されていること
をご存じでしょうか。DNS を正しく保護し、リスクを低減しする方法をご紹介します。

C-04	 株式会社東和エンジニアリング
	 「BYODに最適なソリューションのご紹介」

BYOD を活用した教室設備の操作やリモート管理ツール、ワイヤレスでディスプレイやスクリーンへ簡単に表示できる
ビジュアルコラボレーション。AI を用いたコミュニケーションサポートツールをご紹介します。
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C-05	 パナソニック コネクト株式会社
「顔認証などセンシングを使ったソリューションとオンデマンド配信ツールPanoptoで教育現場のＤＸをバックアップ」
顔認証技術を活用したお役立ちをご提案。出欠管理、混雑検知など大学全体のセンシング技術を使った課題解決提案を
実施。Panopto は授業配信だけでなくデータを活用も可能。世界での実績も 1,3000 超。

C-06	 シスコシステムズ合同会社
	 「教育・研究のためのハイブリットラーニング・ワークスタイル」

教育・研究のためのコラボレーション・ネットワーク・クラウド・セキュリティを展示いたします。
生産的・効果的な環境づくりに向けコラボレーションの活用方法、それを支えるインフラをご紹介いたします。

D-01	 スマカン株式会社
	 「高等教育機関向けスマカンOne人事トータルシステム」

スマカンは、高い信頼性と安定した運用実績により 670 機関以上の大学・企業等への導入実績があります。タレント
マネジメント、人事給与、就業管理、人事評価、等のシステムは、人事業務の DX 化を支えています。

D-02	 株式会社ソリトンシステムズ 東北営業所
	 「クラウドシフト、大学DXを推進するために不可欠な “ゼロトラスト ”“ セキュリティ ”の実現例のご紹介」

国産セキュリティーメーカーであるソリトンシステムズでは、学内の無線認証、学外のクラウドサービス認証や SSO
などを、導入が簡易で安価に実現できる認証サービスをご紹介しております。

D-03	 キーウェアソリューションズ株式会社 東北支店
	 「大は小を兼ねない！身近なとこから始める現場DX」

専門的な知識がないと始めることができないと感じているシステム開発。ベンダーに頼らない自らが推進できる DX を
始めませんか？ RPA、AI-OCR、ローコードなど「迅速・安価・伴走」をテーマに紹介します。

D-04	 株式会社アドックス
	 「魅力度がUPする！経験と実績に基づいた大学・研究機関向け広報ツールのご紹介」

ホームページ・映像・e-learning コンテンツ・イベントサポート・パンフレット等多種多様なニーズに社内一貫体制で
お応えします。目的にあったコンテンツをこれまでの業務実績を交えてご紹介いたします。

D-05	 日本データパシフィック株式会社
	 「『情報倫理デジタルビデオ小品集8』と、WebClass による学修成果可視化の取り組みをご紹介致します。」

情報倫理デジタルビデオ小品集に「学部ライセンス」を新設。無料モニターも受付中。WebClass は e ポートフォリオ
の土台となる「学習記録ビューア」、学修成果の可視化に使える「修学カルテ」をご紹介。

D-06	 CTC
	 「分散型 IDと検証可能なクレデンシャルによるデジタル資格証明」

弊社 ID 基盤サービス「SELIMD」により実現する検証可能なクレデンシャル（W3C Verifiable Credentials）の発行・
検証についてご紹介します。

D-07	 アカマイ・テクノロジーズ合同会社
	 「大学で実績多数のゼロトラスト ?セキュリティ＆本年日本上陸 IaaS のご紹介」

日本の大学が多数採用したゼロトラスト関連ソリューションとその事例、そして新たに日本でサービス提供を開始した
シンプルで安価なクラウドコンピューティングサービス「Linode」を展示しております。

D-08	 株式会社セールスフォース・ジャパン
	 「Salesforce for Education：CRM・Tableau・MuleSoft・Slack で実現する教育機関の変革」

VUCA の時代において多様な学習者への個別化対応や生涯を通じてのデータ管理がますます重要になっています。
CRM のグローバルリーダーである Salesforce の教育機関における活用についてご紹介します。

E-01	 ネットアップ合同会社
	 「学術研究機関におけるData Fabric とクラウド最適化ソリューション」

ICT 部門の運用・管理負担軽減を視野に入れたストレージのマネージドサービス、ハイブリッドマルチクラウドを視野
に入れたストレージ、また最先端のクラウド最適化ソリューションについてアップデートいたします。
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E-02	 エイチ・シー・ネットワークス株式会社／日本ヒューレット・パッカード合同会社
	 「HCNET／ Aruba 共同企画。
	 これからの大学DXに必要不可欠な次世代インフラWi-Fi 6E とゼロトラスト・セキュリティのご紹介」

クラウドへの移行・アクセス多様化が進む大学 DX 化をささえる、次世代高速無線規格 Wi-Fi 6E、ゼロトラスト・セキュ
リティ、多要素認証の管理ツールなど新たなソリューションをご紹介します。

E-04	 パナソニック インフォメーションシステムズ株式会社
	 「大学DXを支える次世代型 LMS・VDI ソリューション」

学修者本位の教育を実現する次世代型 LMS や、シラバス連携など大学に適した機能を持つ VDI ソリューションをご紹
介します。

E-05	 富士フイルムビジネスイノベーションジャパン株式会社 宮城支社
	 「大学事務管理のDX　〜AI による自動翻訳とワークフローの進化〜」

国・文化の壁を越え多様な背景を持つ教職員のコミュニケーションと、時間・距離に制約されない意思決定を実現する、
AI を用いた翻訳・データ入力の自動化、ミーティングボード、ワークフローをご紹介します。

E-06	 ソニーマーケティング株式会社
	 「新世代の学びがはじまる。ソニーの教育ソリューション　先進のハイフレックス授業を実現するDXソリューションと
	 学生同士の主体的学びに資するラーニングコモンズのご提案」

ソニーの次世代型教育 ICT ソリューションを通し、一体感のある教室環境や高質なラーニングコモンズの構築に加え、
反転授業や振り返り学習を支援する学習コンテンツの収録～配信までの一貫したワークフローをご紹介

E-07	 MEGAZONE株式会社
	 「大学・研究機関におけるAWS活用事例　〜クラウド活用状況と調達方法のススメ〜」

AWS コストマネジメントツール「Hyper Billing」をご紹介。Hyper Billing は AWS 利用料を可視化しコスト削減に役
立ちます。大学・研究機関における AWS 活用事例も展示いたします。

E-08	 アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社
	 「One Amazon での学術・研究機関のご支援のご紹介」

AWS と Amazon が提供するサービス・ソリューションを展示します。AWS の 200 以上のクラウドサービス、
Amazon ビジネス（法人向け EC）、Amazon Pay の寄付の仕組みなどをご紹介します。

F-01	 エクスジェン・ネットワークス株式会社
	 「学認対応 クラウド型認証基盤「Extic」と 国内シェアNo.1 ID 管理 PKG「LDAP Manager」」

学認に対応したクラウド認証基盤「Extic」と、多くの大学様でご利用いただいている ID 管理パッケージ「LDAP 
Manager」をご紹介いたします。

F-02	 株式会社シー・オー・コンヴ
	 「PC教室・VDI・AVDの運用支援ソリューション

〜講義をスムーズに進めるための共通環境を提供する端末システムとその運用コストを抑えるディスクイメージ管理製品〜」
BYOD 化が進んだこの先もなお大学での講義を効率良く行うには PC 教室や VDI による共通環境の整備が欠かせませ
ん。ネットブートや AVD を活用し共通環境の運用負担を減らす各種ソリューションを提案します。

F-04	 株式会社レスターコミュニケーションズ
	 「講義収録AI 音声解析システム」

講義を収録し音声解析・テキスト化・タグ化します。学生はワード検索すると、数ある講義動画の中から、その言葉を
含む講義を見つけ出すことができ、さらにそのワード部分から動画を再生することができる。

F-05	 SCSK株式会社
	 「クラウド化が進む教育現場にセキュアな多要素認証を！安心安全を実現するセキュリティデバイス「Yubikey」」

文部科学省の「教育情報セキュリティポリシーに関するガイドライン」において、本人認証を強固する多要素認証の実
装が推奨されました。当ブースでは簡単に実装できるツールとして YubiKey をご紹介します！

F-06	 チエル株式会社
	 「統合 ID認証・SSO基盤構築を支援する『ExtraConsole?』シリーズとオンライン授業支援システム『CaLabo? Online』
	 のご紹介」

チエルは学校教育市場に特化した ICT 専業メーカーです。全国 6 割以上の ? 学で、いずれかのチエル製品が１製品以
上導 ? されています。豊富な導入実績を元に、教育現場の課題を ICT で解決します。
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F-07	 クラウディアン株式会社
	 「日本発祥のネイティブS3対応のオブジェクトストレージ『クラウディアン：HyperStore』」

HW アプライアンスだけでなく 10TB からの SW 容量ライセンスも提供しています。GakuNinRDM への採用実績もあ
ります。ブースの目印は『忍者』です。

F-08	 KELA株式会社
	 「ダークネット脅威インテリジェンス」

攻撃者が常に優位な立場で行われるサイバー攻撃。この基本構造を覆し、守る側が攻撃者よりも優位な立場で攻撃され
ないようにするための、これまでにないソリューションを紹介します。

F-09	 株式会社 PKSHA Workplace
	 「多くの大学で利用いただいているAI チャットボット「PKSHA Chatbot」のご紹介」

多くの大学で利用いただいている AI チャットボット「PKSHA Chatbot」および、Microsoft Teams との連携によって
実現する学内コミュニケーションの自動化についてご紹介します。

G-01	 Rubrik Japan
	 「Rubrik が提供する次世代データセキュリティ　〜オンプレ、クラウド、MS365でも〜」

Rubrik Security Cloud は、オンプレ、クラウドおよび SaaS アプリケーションのデータを自動的に保護し、リスクを
継続的に監視、データとアプリケーションを迅速に復旧します。

G-02	 ジェイズ・コミュニケーション株式会社
	 「多要素認証と無線 LAN、SASEソリューション」

FIDO2 とシングルサインオン「WisePoint」、キャンパス内の電波干渉に強い無線 LAN「Ruksus」、クラウドで守るテ
レワーク SASE「Cato」、NDR トッププロダクト「Darktrace」。

G-04	 三谷商事株式会社
	 「M2DeployTools　〜新時代のMacキッティングツール〜」

複製に変わる新しい Mac キッティングツールを開発しました。Mac 教室管理や個人配布としても最適なキッティング
ツール「M2DeployTools」デモ環境をご覧にお立ち寄りください。

G-05	 システムギア株式会社
	 「大学向け出席打刻、入退室打刻収集端末」

次世代型ハイブリッド IC / 磁気リーダー PDC-310 を中心としたソリューションを出展します。学割証発行システムの
発行オペレーション用途に応用したソリューションも参考出展予定です。

G-06	 株式会社 Fusic
	 「学術機関における研究等を加速するクラウド活用事例のご紹介」

当社がこれまでに提供した学術・研究機関のお客様向けクラウド活用事例（クラウド環境構築・VDI 導入・SINET 関連・
HPC 関連・調達支援等）をご紹介します。

G-07	 株式会社エヌジーシー／日本クアンタムストレージ株式会社
	 「研究データの保護とセキュリティ対策のご提案」

国立情報学研究所が運営する研究データ基盤「NII Research Data Cloud」のプラットフォームに採用された、クアン
タムのオブジェクト・ストレージ「ActiveScale」のご紹介。

G-08	 日本マイクロソフト株式会社
	 「大学DXを成功させるクラウド基盤とローコード開発ならびにデータ活用」

大学 DX を成功させるための学内アプリ開発とデータの活用をクラウドをベースに実施し次世代の大学を作っていくた
めのセキュアな最新のクラウド環境とデータ活用プラットフォームをご紹介。

H-01	 ジュニパーネットワークス株式会社
	 「Juniper Mist AI　〜ジュニパーのAIOps でハイブリッド授業も快適な有線・無線ネットワークを〜」

無線 LAN、有線 LAN、SD-WAN、セキュリティ、クラウドまで、キャンパスネットワーク全体を一気通貫でユーザー
体感を分析・可視化し、AIOps（AI を活用した運用）で運用管理を自動化・省力化します。
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H-02	 Elasticsearch 株式会社
	 「サーチ／セキュリティ／オブザーバビリティ、高速でスケーラブルな検索エンジンElasticsearch の活用法」

オープンで、世界で最も多くのエンジニアに支持されている検索エンジン Elasticsearch は、単に情報を検索するだけ
ではなく、様々な用途で活用されています。その利用例をデモを交えてご紹介致します。

H-03	 株式会社フォトロン
	 「アフターコロナ時代の授業を支援する講義・実習収録配信システムのご紹介」

アフターコロナ時代の DX に向けた授業を強力に支援する講義収録配信システムおよび医学 OSCE / 看護系シミュレー
ション実習収録システムをご紹介させて頂きます。

H-04	 株式会社シーイーシー
	 「大学DXに不可欠なサイバーセキュリティ対策」

在宅勤務、リモート授業にともないデジタル技術の急速な導入が必要となるなかで、セキュリティ対策やサポート（SOC/
MSS）について、ご紹介・ご相談をお受けします。

H-05	 株式会社コムネット
	 「MFA for Shibboleth-IdP」

Shibboleth-IdP の多要素認証用拡張モジュールを開発しました。
多要素 g は SMS、メールアドレス、デバイス（USB、QR コード）に至るまで対応。

H-06	 アラクサラネットワークス株式会社
	 「「いちばん近くで、もっと先へ」次世代のネットワーク基盤を支えるアラクサラの新たな製品＆ソリューション」

信頼性の高いスイッチ製品のポートフォリオ拡大に加えて、人材不足を補う運用管理ソリューション及び安全性を高め
るセキュリティソリューションの進化により、安心・安全・快適・便利なネットワークを提供。

H-08	 フォーティネットジャパン合同会社
	 「ネットワークとセキュリティのコンバージェンスをリードするフォーティネット」

学術ネットワークにおけるネットワークセキュリティ、ゼロトラストアクセス、クラウドセキュリティ、セキュリティ
オペレーションなどを幅広くご紹介いたします。

J-01	 株式会社サテライトオフィス
	 「Google Workspace 向けアドオンとChromeデバイスの紹介」

Google Workspace だけでは実現できない機能をアドオンとしてご提供しております。校務や授業支援の DX 化を実現
できます。Chrome デバイスの実機も展示いたします。

J-02	 日本システム技術株式会社
	 「GAKUEN／UNIVERSAL PASSPORT」

入学から卒業までの学生情報を一元管理する大学総合事務システム。充実したパッケージ標準機能をご用意し、大学業
務の標準化と職員様の業務負荷軽減、教育の質向上を実現します。

J-04	 株式会社NTTPCコミュニケーションズ
	 「GPUワークステーションと研究開発支援等プログラムのご紹介

〜研究・AI 人材育成支援ツールとしてのハイパフォーマンスコンピュータと、その導入・活用支援プラグラム〜」
NTTPC は GPU ワークステーションのハードウェアや、クラウドサービス、また産学連携プログラムである
InnovationLAB など多彩なラインナップを用意して研究や AI 人材育成等をサポート致します。

J-05	 oVice 株式会社
	 「場所にとらわれない教育機会の創出　〜バーチャル空間を用いた教育DX化〜」

これからの教育において、学生の教育機会を提供することは重要なテーマ。バーチャル空間「オヴィス」は教育と交流
にお役立ていただける、教育現場を支える新しいバーチャルソリューションです。

J-06	 F5 ネットワークスジャパン合同会社
	 「マルチ／ハイブリッドクラウド環境に求められるWebアプリケーションセキュリティ対策とは？

〜 “TCO削減 ”と “ 次世代WAF・DDoS対策 ”を同時に実現する〜」
クラウド上での LMS 等の Web アプリケーションの利用が進み、セキュリティリスクと共に管理負担も増大しています。
F5 の SaaS 型ソリューションがどのように課題解決できるか、デモを交えてご紹介します。
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J-07	 富士フイルム株式会社
	 「ランサムウェア対策で再注目！手のひらサイズ580TBを実現する磁気テープ利用のアーカイブシステム」

GAMMAT/BAT をはじめ国内外の大学、研究機関で導入が進む磁気テープを利用した長期アーカイブシステムのご紹
介。金沢大学様にご協力いただき、GakuNin RDM との接続確認も取れています。

J-08	 グーグル・クラウド・ジャパン合同会社
	 「教育 DX を支える Google Cloud ソリューション」

Google Cloud が大学・研究機関における DX をどのようにお手伝いさせていただけるかを、実際の大学事例や製品
デモを交えてご紹介します。

K-01	 タニウム合同会社
	 「セキュリティ対策必須な IT 端末の衛生管理 サイバーハイジーン」

端末台数やパッチ適用状況を可視化できていますか？端末の衛生状態の維持、サイバーハイジーンの実現でランサム
ウェア等の攻撃を最小限にできます。弊社では、サイバーハイジーンソリューションの展示をしています。

K-02	 丸紅情報システムズ株式会社
	 「MSYSの大学・教育機関向け ICTインフラソリューション」

丸紅情報システムズでは、大学・教育機関の情報システムを支える ICT インフラを幅広く提供しています。情報社会
の中で、学校教育においても多様化している様々なニーズに対応いたします。

K-04	 リコージャパン株式会社
	 「大学の業務改善を支援するリコーのクラウド型DXサービスのご紹介」

対面と遠隔双方に対応した出席管理システム、入試や大学生活など問い合わせに自動回答するチャットアプリ、経理・
仕入の作業時間を削減する AIOCR、業務アプリと組合せて働き方改革を支援する予約管理システム

K-05	 株式会社カオナビ
	 「学校職員の個性・才能を発掘し、戦略人事を加速させる人材管理システム「カオナビ」」

紙・エクセルで散在する職員の人材情報をシステムに一元管理することで、ペーパーレス化や人事評価業務の効率化・
納得度向上に貢献する「カオナビ」のデモと、立命館様をはじめとした学校導入事例をご紹介。

K-06	 株式会社アルファシステムズ
	 「★ 12月販売開始予定★授業支援Webシステム【alpha Vclass Cloud】ブラウザ利用で多数のOS対応。ハイフレッ
	 クス授業やBYOD活用にお勧め！」

alpha Vclass Cloud 展示のほか、PC 運用システム【V-Boot】、環境復元システム【V-Recover】等をご紹介。GIGA
スクール端末活用のお悩みに合わせたソリューションをご提案。

K-07	 日鉄ソリューションズ株式会社
	 「学務情報システムCampusSquare は、「学生」「教員」「職員」三者間での学内情報共有と有効活用を実現します。」

「学生」「教員」「職員」が情報を共有化し、必要な情報を迅速かつ正確に収集・提供できる環境を構築、学生関連業務
の豊富なサブシステム提供により大学様の種々の業務機能に対応しております。

K-08	 東日本電信電話株式会社
	 「NTT東日本の大学向けソリューション」

・NTT 東日本は戦略的な ICT の活用により大学全体の DX 推進をお手伝いいたします
・ネットワークやクラウド、電子教科書などを活用した学修者本位の教育の実現をめざします

K-09	 西日本電信電話株式会社
	 「教育DXを用いた学生サービスの向上と業務効率化の提案
	 （1. 教科書や教材の電子化　2. 証明書発行サービス　3. ひかりクラウド電話）」

教育 DX を推進する取り組み紹介
1 教科書や教材の電子化によるの利便性向上と学修ログを活用し学びの質向上
2 証明書のデジタル化や申込 / 決済のオンライン化により DX を推進
3 ひかりクラウド電話

L-01	 株式会社クライム
	 「仮想／物理／クラウドの総合データ連携・保護・ランサムウェア対策」

クライムが提供する仮想／物理／クラウドのデータ連携・保護ソリューションを紹介します。
ランサムウェアへの対策をご検討されている方も是非お立ち寄りください。
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L-02	 Sky 株式会社
	 「名刺管理で拓く大学の新たな情報活用。学内や企業、自治体との連携強化。 ガバナンスを強化。 セキュリティと

利便性を考慮した「名刺管理サービス SKYPCE」。」
1. 新たな時代の大学に求められている企業、自治体との連携
2. ガバナンスを強化
3. 学内の情報を共有
4. セキュリティ強化
5. その他大学の課題解決を支援

L-03	 株式会社ソースポッド
	 「【100大学での導入突破】情報漏洩・不正アクセス対策「SPC Leak Detection」のご紹介」

100 大学以上に導入の情報漏洩・不正アクセス対策サービスと、累計 4 桁の国内法人で導入された「SPC シリーズ」
の PPAP 対策、メール誤送信対策、標的型メール訓練のご案内。

L-04	 株式会社ネクステージ
	 「コロナ禍におけるDXおよび導入・運用コスト削減を、既存構内NWをそのまま利用した構内電話 IP 化により実現」

世界のミッションクリティカルな環境で実績を誇る Brekeke 製品は電話環境の DX 化、各種通話デバイス導入で場所
を問わない勤務形態を実現し、導入コスト、既設電話回線に係わる運用コストなどを削減します。

L-05	 日本電気株式会社
	 「マイナンバーカードを活用した教育デジタル ID」

NEC ではマイナンバーカードを活用した教育デジタル ID 構想（特許出願中）を企画・推進しており、安全・安心なデー
タ利活用による教育 DX をより一層推進します（デジタル学生証発行・本人確認・出席管理）。

L-06	 トレンドマイクロ株式会社
	 「サイバーリスク対策力を高める Trend Micro One「統合サイバーセキュリティプラットフォーム」で システム

管理者の運用に寄り添います！」
組織に求められるより高度なリスクマネジメントの実行は、「資産 × 脅威 × 脆弱性」の特定・評価。システム管理者の
運用に寄り添うソリューションとして「統合サイバーセキュリティプラットフォーム」をご提案します。

L-07	 キヤノン IT ソリューションズ株式会社
	 「“共想共創カンパニー ”をめざすキヤノン ITソリューションズが教育DX実現を支援すべく提供可能なソリューション
	 の全容を紹介します。」

“ 共想共創カンパニー ” をめざすキヤノン IT ソリューションズが教育 DX の実現をサポートするために提供可能な、シ
ステム基盤構築や教育支援プラットフォームなどのソリューション全てをご紹介します。

L-08	 アクシスコミュニケーションズ株式会社
	 「[Axis IoT Edgeデバイス ]は、新たな画像解析ソリューションにより人の目に代わり効率性と安全性向上を実現させます。」

アクシスコミュニケーションズ株式会社は、カメラなどの Edge デバイスを展示します。DLPU 搭載の AI カメラによ
る最高水準のビデオ映像とエッジ分析機能により高度な処理要件に対して優位性を発揮します。

M-01	 日経パソコン Edu／日経BP
	 「「日経パソコン Edu」AXIES 特別プログラム」

この特別プログラムは、正会員様が所属する教育機関の学生様、教職員様の ICT リテラシー教育支援を目的に提供し
ております。最新情報が効率的に取得できることから教員の皆様の働き方改革の一助ともなっています。

M-08	 一般社団法人高度 IT アーキテクト育成協議会
	 「一般社団法人高度 IT アーキテクト育成協議会（AITAC）の活動紹介」

高度 IT アーキテクト育成協議会は、IoT/AI 時代の新たなインフラエンジニアを育成すべく設立された一般社団法人で
す。今回はその育成イメージと講座の内容をご紹介いたします。
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AXIES 2022 年次大会感染拡大防止指針

AXIES2022 年次大会実行委員会

　本大会においては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策として、以下を基本対策として徹底するも
のとします。

1. 会場到着までの注意事項について
1.1　各個人へホームページ（HP）を通して、事前に周知する。

　　　　 ● マスク着用にて大声による会話を控える。
　　　　 ● ３密を避ける行動をとる。（時間に余裕を持った移動をお願いする。）
　　　　 ● 当日、症状（発熱又は風邪等の症状）がある場合、参加を見合わせてもらう。

2. 会場において
2.1　徹底した感染防止等

  2.1.1 マスク常時着用の担保
   ● マスク着用状況を確認し、個別に注意等を行い、マスクの常時着用を求める。
   ● マスクを持参していない者がいた場合には、入場を制限するなどにより、マスク着用 100％を担保
    する。
  2.1.2　大声を出さないことの担保
   ● 大声を出す者がいた場合、個別に注意等を行う。
   ● 隣席の者との日常会話程度は可とする。（マスクの着用が前提）

　2.2　基本的な感染防止等
  2.2.1　手洗・手指消毒
   ● こまめな手洗・手指消毒をポスター / 館内放送等により奨励する。
   ● アルコール等の手指消毒液を設置する。
  2.2.2　消毒の徹底
   ● 施設内のこまめな消毒を行い、消毒液を設置する。
   ● 手指消毒をポスター / 館内放送等により奨励する。
  2.2.3　換気
   ● 仙台国際センター側の指示に従い換気の環境を整備し、こまめな換気（ドアの解放等）を行う。
  2.2.4　密集の回避
   ● 必要に応じ、人員の配置、導線の確保等の体制を構築し、休憩時間や入退場時の密集も回避する。
   ● 入場口・トイレ・売店等の密集が回避できない場合はそのキャパシティに応じ、収容人数を制限する。
  2.2.5　身体的距離の確保
   ● 大声を伴う可能性のある場面では参加者同士の身体的距離を確保する。
   ● 大声を伴わない場合、最低限人と人とが触れ合わない程度の間隔を確保する。
   ● 混雑時の身体的距離を確保した誘導、密にならない程度の間隔（最低限人と人とが触れ合わない
    程度の間隔）を確保する。
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  2.2.6　飲食の制限
   ● 飲食用の感染防止対策を行ったエリア以外での飲食を制限する。
   ● 飲食エリアのテーブルはスクール形式とし、着席での飲食に制限する。
   ● 食事中以外のマスク着用を徹底する。
   ● 休憩時間中及び会場内での食事等による感染防止を徹底する。
   ● アナウンス等により、飲食制限について周知徹底する。
  2.2.7　感染の可能性のある参加者の参加制限
   ● 入場時の検温における有症状者（発熱又は風邪等の症状を呈する者）について　は、入場を制限する。
  2.2.8　参加者の把握
   ● 可能な限り事前申し込みとし、あるいは入場時に連絡先を把握する。
   ● アプリの QR コードを入口等に提示し、具体的な促進措置を導入する。
  2.2.9　出展関係者の行動管理
   ● 有症状者（発熱又は風邪等の症状を呈する者）は出展・準備を控える。
   ● 練習時、催物開催前も含め、声を発する演者間での感染リスクに対処する。
   ● 出展関係者間の適切な距離確保、換気等の対策を実施する。

2.3　大会前後の行動管理
  2.3.1　イベント前後の感染防止の注意喚起をする。
   ●「3 つの場面」の注意喚起
    ▷飲酒を伴う懇親会等
    ▷大人数や長時間に及ぶ飲食
    ▷マスクなしでの会話
   ● 業種別ガイドライン遵守店舗の利用呼びかけ等をする。
   ● 交通機関・飲食店の分散利用の注意喚起をする。
   ● 可能な限り、予約システムを利用し事前申し込みするよう促す。

3. 大会開催の共通の前提
3.1　入退場やエリア内の行動管理

   ● 可能な限り来場者の区画を限定し、1. 身体的距離の確保、2. 密集の回避、3. 飲食制限、4. 大声禁止、
    5. 催物前後の行動管理、6. 連絡先の把握等を担保することに努力する。

3.2　地域の感染状況に応じた対応
   ● 宮城県復興・危機管理部復興・危機管理総務課、仙台市危機管理局危機管理課、施設提供元、
    青葉山コンソーシアム（仙台国際センター）の感染防止対策と相談の上対応する。
   ● 地域の感染状況に変化があった場合は柔軟に対応する。

以上
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ご 来 場 者 の 皆 様 へ

　大学 ICT 推進協議会 2022 年度年次大会実行委員会は、2022 年 12 月 13 日〜 12 月 15 日に仙台国際センター
で開催される AXIES 2022 において、ガイドラインを設け COVID-19 感染拡大予防に最善の努力をして行きます。
　皆様が気持ちよく過ごせますよう以下のことについてご配慮、ご協力をよろしくお願いいたします。

● 当日の検温と体調の確認をし、発熱（37.5 度以上）や体調不良があれば来場を自粛してください。
● 会場入り口の検温機にて、37.5 度以上の発熱が見られた場合には、入場できません。
● 会場でのマスクの正しい着用と、頻繁な手洗い・消毒を実施してください。
● 密になり得る状況での長時間の会話はお控えください。　
● 不特定多数の人が接触する箇所に触れた場合には、こまめに手指消毒をお願いいたします。
● 大声で話すことを避け、なるべくソーシャルディスタンス（1m 程度）を意識して、他者との距離を保つ

  ようにお願いいたします。
● 飲食は、所定の場所にて向かい合わずに着席の上、黙食でお願いいたします。
● 飲食物のゴミは、所定の場所にルールを守り廃棄してください。
● 帰途において「新しい生活様式」ルールに則って行動してください。

  参考：厚生労働省「新しい生活様式」の実践例
  https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_newlifestyle.html

● または、それぞれの所属機関で定めるルールがあれば、そちらを遵守するようお願いいたします。
● 大会実行委員会からの指示に従っていただけない場合には、退出をお願いすることもありますので、

  ご了承ください。
● 万一、会期中に体調不良・感染が確認された場合は、必ず大会実行委員会までご連絡をお願いいたします。

【感染が確認された場合の連絡先】
大会実行委員会：tu-axies2022@grp.tohoku.ac.jp
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CO-CONVオリジナル　VDIソリューション

with AVD

BYOD時代の共通環境として

AVDを活用

株式会社 シー・オー・コンヴ
〒606-8301　京都市左京区吉田泉殿町1番地7  百万遍ビル3F

TEL： 075-606-5394　FAX ： 075-606-5395

E-mail ： info@co-conv.jp

共通環境を効率的に管理し、 BYOD を活かす各種製品群

New!
New!
New!

ネットブートで複数の環境を自在に切り替えて、通常

講義・CBT・講習会・リモート接続先など多用途に利用

できます。学校の教室PCだからこそ、学生の持ち込み

PCでは体験できないような大画面・2画面・多様な専門

アプリケーション環境を提供できます。

図左 ： 「Windows」 と 「Linux」 のいずれにも対応。使いたい環境を利用者自身が選択できる。

図右 ： 講義時間ではない利用者に対して、定期的に「まだ使っていますか？」とダイアログを出す。

教室PCと持ち込みPCをボタン1つで

簡単切り替え

ケーブル長１m！持ち込みPC安定した

電源・ネットワークに接続

���������ハブ

���スイッチャー

CO-Gatewayは、

Azure/AVD環境の運用コストを削減する最高の管理ツール！

CO-Gatewayは、

Azure/AVD環境の運用コストを削減する最高の管理ツール！

BYOD の普及で役目を終える従来型の PC 教室に代わり、 新たに必須となるソリューションをご提供します。BYOD の普及で役目を終える従来型の PC 教室に代わり、 新たに必須となるソリューションをご提供します。

ブラウザのみでVDI環境を利用できる

講義履修者数相当分のみ、 セッションホストを起動

講義時間終了後は 「まだつかっていますか？」

Linux環境のVDIも利用できる

開講情報 ・ 履修情報との連携

LMSとの連携 （LTI対応）

AVDを学生向けVDIとして利用する際に必須の機能

さらに詳しいご案内は

弊社Webページで！

https://www.co-conv.jp/
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03-5468-8344
jp.sales@megazone.com https://www.megazone.com/jp/
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MAIL URL



THREATS EXIST.
FEAR DOESN’T HAVE TO.

WBC Cyber Security Solution

https://www.wbc.co.jp/ e-mail: eigyo@wbc.co.jp

END-TO-END SECURITY
Machine Learning Techniques

ENDPOINT SECURITY
Advanced Artificial Intelligence

SECURE VDI SOLUTION

＊DARKTRACEは、Darktrace社の商標または登録商標です。 ＊deep instinctは、DeepInstinct社の商標または登録商標です。
＊Tintriは、DataDirect Networks社(Tintri by DDN)の商標または登録商標です。



サイオステクノロジー株式会社 https://go.gluegent.com/inquiry/general/https://go.gluegent.com/inquiry/general/お問合せはこちら

企業名および企業ロゴ、Gluegent および Gluegent ロゴは、弊社の登録商標です。本資料は改良のため予告なく形状、仕様を変更することがあります。

© 2022 SIOS Technology, Inc. All Rights Reserved.

校務DXの要
クラウド型ワークフローシステム

グルージェントフロー

校務系データの連携を実現するためには、標準的な帳票データが必要で
す。ワークフローシステム「 Gluegent Flow」は、出席簿、学生名簿、在学証
明書など各種帳票や申請類を電子化し、いつでもどこからでも手続き・確
認・承認業務ができます。「 Gluegent Flow」は校務処理を効率化し、校務
DXに寄与します。

紙そっくりに電子化し
ペーパーレスを実現！

いつでもどこでも
端末に依存せず利用可能！

ご案内・デモンストレーション承ります。お気軽にお問い合わせください！詳細

連携グループウェア　：　 Google Workspace / Microsoft 365
オプション　：　Gluegent Bridge / Gluegent Flow 情シスクラウド  / 電子契約連携サービス
価格（税抜）：　初期費 0円　月額費300円/ユーザー　＊年間契約あり
サポート（無償）　：　専任スタッフがお客様と伴走しお悩み・お困り事を解決します。　



あまり見ないそのデータ、 もっと賢く保存しませんか？

ディターニティ　オンサイト　アーカイブ　［アタッチモデル］
参照頻度の低いデータを自動抽出し安価 /安全 /大容量保管を実現！

データアーカイブに適したストレージソリューションです。

現状お使いの各種ストレージから、 参照頻度など設定条件に従い選択されたデータを、 テープに自動保管し、 既存の

ストレージの容量を大幅削減することで、 TCO 削減 ・ 大容量データの効率管理を実現します。

既存サーバーに “アタッチ （追加）” するだけでアーカイブ機能を追加できる手軽さが最大の特徴です。

ディターニティ　オンサイト　アーカイブ [ アタッチモデル ] とは？

重要データの長期保存、 こんなお困りごとありませんか？

データ量が膨らみ、

保存コストが増加の一方

どんどん増えていくデータを
とりあえず HDD の増強で
保存しているがコストが高い。

セキュリティー性の高い

データ保管場所がない

クラウドには上げられない
機密データなどが山ほどある。

データの階層管理ができず

重要データが埋もれている

重要データとそれ以外を
分別しないで保存しており、
効率的なデータ管理ができていない。

そのお悩み…テープへのデータ保管で解決します！そのお悩み…テープへのデータ保管で解決します！

テープはアーカイブデータの保存に最適なストレージメディアです。

容量当たりのコスト削減 ・
省電力性により大容量の
データ保管にメリット大。

経済性 安全性
オフラインのオンプレミス管理
で、 保存データの安全性を
確保します。

将来性
低い故障率と容量技術革新
により長期的なデータ蓄積
が可能。

× ×

ディターニティ　オンサイト　アーカイブ [ アタッチモデル ] はテープでのデータ管理を効率化いたします。

ディターニティはテープ運用を効率化いたします

データ選別が手間いらず！

一度データの選別ポリシーを設定していただくと、
以後自動でテープにデータをアーカイブし、 効率的な
データの階層管理ができます。

新たな作業を覚える必要なし！

テープに保管されたデータは HDD 保管データと同様に
Explorer 画面からのアクセスが可能です。

アーカイブデータにはバツ印
がつきます。



教育機関教育機関
DXシンポDXシンポ

edx Archives - 教育機関DXシンポジウムアーカイブズedx Archives - 教育機関DXシンポジウムアーカイブズ

https://edx.nii.ac.jp/

教育機関向け遠隔授業・プログラミング教育支援第 3期募集教育機関向け遠隔授業・プログラミング教育支援第 3期募集
https://www.nii.ac.jp/event/other/decs/ds3.html

活用事例活用事例
https://www.nii.ac.jp/event/other/decs/ds_casestudies.htmlhttps://www.nii.ac.jp/event/other/decs/ds_casestudies.html

オンライン 参加無料アーカイブ視聴可

情報犬ビットくん Twitter情報犬ビットくん Twitter

2020 年 4 月以降、新型コロナウイル
ス感染症の影響により、大学等において
は遠隔講義に関する検討がなされてきま
した。国立情報学研究所ならびに大学の情
報環境のあり方検討会では、大学等における
遠隔授業や教育DX等に関する情報を共有する
ことを目的に、大学等におけるオンライン教育と
デジタル変革に関するサイバーシンポジウム「教
育機関DXシンポ」を継続的に開催しています。 アフ
ターコロナ、ウイズコロナ時代の教育変革についてと
もに議論します。

  教育機関向け遠隔授業・
プログラミング教育支援
  教育機関向け遠隔授業・
プログラミング教育支援

国立情報学研究所では、学校現場におけるデジタ
ルトランスフォーメーション (DX) への支援の
一環として、遠隔授業でご利用いただけるデ
ジタルカメラやスピーカーフォン、プログ
ラミング学習で活用できる機器の無償貸
与を行っております。

これまで機器を貸与した機関からの
活用事例もご覧いただけます。

継続開催中！

第 3期募集中！

フォローよろしくびっと！
国立情報学研究所 LINE スタンプ国立情報学研究所 LINE スタンプ

絵文字もあるびっと！

LINE スタンプTwitter@NII_Bit LINE 絵文字

教育機関シンポ 





こんなお悩みを持つお客様におすすめ！

各製品は、無償トライアルが可能です。以下の宛先までご連絡ください。

安全で拡張性の高いテレワーク環境が必要
様々なクラウド上にある業務アプリへの接続が複雑
ランサムウェア、標的型攻撃対策を検討している

アカマイ・テクノロジーズ合同会社 マーケティング本部
Email:info_jp@akamai.com　TEL：03-4589-6640

すぐに始められるテレワーク環境

ハイブリッドクラウドの業務システムに簡単接続

一元管理でセキュリティ運用の効率化

クラウド上にゼロトラストの機能を集約
アカマイの進めるセキュリティ

自社オフィス取引先

データセンター

従業員社外関係者

SaaS
（SFDC、O365等）

IaaS
（AWS、Azure等）

工場 自宅、外出先
センサー/ロボット テレワーカー

入口対策 出口対策

－EAA－ －SIA－

アプリ#1

アプリ#2

サイバー脅威

Internet
組織を脅かすリスク

「ネットワーク」
組織の LANに攻撃者が侵入しているリスク

「ユーザー」
なりすましユーザに情報を盗難されるリスク

「デバイス」
感染済みの端末が攻撃を広げるリスク

ゼロトラスト
ネットワークアクセス

侵入対策

－Akamai Guardicore
Segmentation－
マイクロセグメンテーション

セキュアWeb
ゲートウェイ

認証強化

－Akamai MFA－
FIDO2ベース多要素認証







【お問い合せ先】
伊藤忠テクノソリューションズ株式会社

西日本ビジネス開発部
mail: selmid@ctc-g.co.jp

デジタル資格証明の活用例

大学間・産学連携の推進、パンデミックによるオンライン化の進行等により
学位や履修証明などのデジタル資格証明発行のニーズが高まっています。

従来の学生・保護者の認証強化・ID連携に加え
W3C標準化のVerifiable Credentials、Decentralized Identifiersおよび関連技術を用いた

デジタル資格証明の発行に対応した次世代ID基盤「SELMID」をご紹介いたします。

SELMID製品概要はこちら

Verifiable Credentials / Decentralized Identifiers 利活用のメリット

検証可能性の担保

比較的⾧期間にわたり
資格証明の真正性の検証が可能

相互運用性の向上

独自発行した証明書に比べ
標準仕様に準拠しているため
広く利活用が可能

スケーラビリティ

資格証明を発行側と利用側の
直接のシステム連携が不要なため
スケールしやすい

セ ル ミ ッ ド

Verifiable Credentials対応の次世代ID基盤による
デジタル資格証明ソリューション



システムギア 文教ソリューション

●

〒550-0002 大阪市西区江戸堀1丁目 9番 14号システムギア大阪ビル TEL: 06-7663-3076

【お問い合わせ】

〒108-0073 東京都港区三田3丁目13 番16 号 三田43MTビル５F TEL: 03-6858-2535

出席打刻収集/入退打刻収集

プロダクト事業本部 営業1部 営業第1グループ

出席打刻収集や入退室打刻についてはご相談下さい。
学校様のご要望に合わせてご提案いたします。

学割証専用
自動発行機

学割証発行に特化した
コンパクトな筐体。
バラックでカウンター上に設置
しての運用も可能です。

手軽に導入いただき、学生
サービス向上に役立てていた
だけます。
IC学生証に対応し、タッチパ
ネル画面にて操作可能です。

証明書自動
発行機

ADC-3200 学割証発行機

窓口の受付時間に依存すること
なく、証明書を即時発行し、学生
サービスを向上します。

業界最小クラスのコンパクトなサイ
ズながら、筐体一体型で本格的
な機能を実装しております。

大画面液晶、LEDでの表示など、
従来モデルより使いやすさを向上
しております。

＜打刻収集のイメージ＞

USBメモリでCSVファイルを取得

※手軽にスタート

次世代型ハイブリッドIC/磁気リーダー PDC-310
WIndows10 IoT搭載、無線対応の最新機器となります。
固定運用、ポータブル運用に対応しており、
入退室打刻、勤怠打刻等にも活用可能です。

LAN経由で打刻CSVファイルを
サーバーへスケジュール送信
（FTP、FTPS、SFTPに対応）



デジタル 時 代 の 学 びを支えるコンテンツ

日経 BP が発行する「日経パソコン」を中心に、
専門誌と書籍の最新コンテンツをPDFで提供
するクラウドサービスです

＊ 教材等に2次利用にするには、原則として授業の受講者全員がライセンスを購入する必要があります。また、一部に2次利用できない書籍があります

大学・高等学校の1人1台端末に最適なデジタル教材
定額で1年～4年間、専門書籍と専門誌の最新コンテンツが読み放題のサブスクサービスです1
高校「情報I」に対応した解説、用語集、練習問題
国立大学の受験に必須となった「情報I」に対応したコンテンツが授業と入試対策に役立ちます2
AI・データサイエンスの授業に活用できるコンテンツ
大学における授業と自学自習に使えるデータ分析やプログラミングなどの解説があります3
図版や写真を自作の教材にコピーして使用可能
提供するコンテンツは原則として著作権処理済みなので、教材にコピーして利用できます＊4
1冊丸ごと読める専門書籍と連携テキストブック
通常価格が2000円以上の書籍を多数収録。高校、大学、教員向けのテキストブックも用意しています5

https://nkbp.jp/npcedu

詳しい情報は
Webサイトでもご覧いただけます
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データやサービスを”つなぐ”

教育デジタル 基盤（仮称）

スマートフォンの学生証アプリと連携し、円滑な本人確認を実現

マイナンバーカードを活用し、教育に関する様々な を統合

■お問い合わせ
官公ソリューション事業部門

文教・科学ソリューション統括部 大学ソリューショングループ
：

学生証アプリ



あ

株式会社 SRA 〒171-8513 東京都豊島区南池袋 2-32-8 プロダクトサービス事業部

E-Mail：uv-info@sra.co.jp TEL：03-5979-2617

株式会社 SRA 東北 〒980-0803宮城県仙台市青葉区国分町 3丁目 1番 2号 アーバンネット定禅寺ビル 5階

E-Mail：solution@sra-tohoku.co.jp TEL：022-221-9061

私たちが提供するのはシステムだけではありません

システムのその先へ

学内の ITサービス利用における申請・決裁管理とサービス適用の

自動化を行います。ID 管理システムと連携することで、アカウントの

払い出しや停止などの自動化も可能となります。また、認証基盤

（学認 Idp、SSO基盤）と連携することでサービスの認可制御も可能と

なります。

学内の研究設備の情報を管理・共有し、研究設備の予約から

利用手続き、利用後の学内での請求手続きまでを行うことが可能です。

また、研究設備の予約や利用実績を出力することで設備単体の

利用状況を把握し、研究設備の有効活用とともに効果的・効率的な

研究の実施に貢献します。

学内の研究設備の情報を管理・共有し、研究設備の予約から

利用手続き、利用後の学内での請求手続きまでを行うことが可能です。

EquipmentDBEquipmentDB
設備情報データベースシステム

「学生」「教員」「職員」の利用者へ Webブラウザを通してサービスを

提供します。入学から履修、成績管理、就職情報や卒業生まで

多数のサブシステムにて構成されているソリューション情報の一元

管理を実現します。

文教 IT インフラ運用の知見を活かした運用アウトソースサービスを

提供します。CITO運用センターのシェアードリソースを活用し、常駐と

変わらないクオリティの運用を提供します。サービスは常駐・訪問と

組み合わせたハイブリッド運用が可能です。

ICTサポート

キャンパス ITOサービス

学内サービス

申請管理ソリューション

総合文教ソリューション

UniVision



パナソニックコネクト株式会社 現場ソリューションカンパニー■お問い合わせ先

パートナー営業本部 マーケティング課 重田

大学ＤＸソリューション

ハイブリッド授業に活用できる

クラウド型動画収録・配信サービス「 」

顔認証クラウドサービス「 」

動画収録・配信サービス「 」

将来現状

出席確認の時間や
代理出席のリスクが発生

スムーズな出席登録 正確な出欠管理

カードで
出席を打刻

なりすましや紛失など
トラブルの可能性

教室の入り口で各個人が顔認証 オンライン授業の認証にも

代理出席のリスクが代理出席のリスクが発生

学生証の顔写真データを活用し、キャンパス内での様々なサービスに顔認証
をご活用いただけます。

簡単・安全に動画の収録・編集・配信が行える動画プラットフォーム。
対面・ライブ・オンデマンド授業を効果的に活用する新時代の教育環境に最適と
導入校も増加中です。

本人認証や出欠管理にも活用できる

顔認証クラウドサービス「 」

〒 東京都中央区銀座 丁目 番 号 汐留浜離宮ビル

「 」

サイト

「顔認証」

サイト

収録・編集・動画管理が
簡単でフレキシブル！

や 会議ツールと連携し
便利・安全に動画を配信

ライブ配信と同時に収録も ！
用途にあわせた多様な使い方が可能





複数計算機システムからなるスーパーコンピュータシステムを維持
し、学内外に計算機資源を提供しています。その特長は以下のとおり
です。
・「富岳」と同型サブシステムを含め合計15.9PFLOPSの計算機資源
・NVIDIA Tesla V100 884ユニットからなるGPUクラスタ
・研究データ保存に対応する大規模コールドストレージ(光ディスク)と
30PBの大容量ホットストレージの複合ストレージシステム

・8K高精細モニタや遠隔可視化機能を有する可視化システム
・外部計算機資源と高バンド幅ネットワーク(40Gbps x2)で接続

Information and Communications, Nagoya University       http://www.icts.nagoya-u.ac.jp/

名古屋大学 情報連携推進本部
Information and Communications, Nagoya University

情報連携推進本部は、平成18年4月1日に運営支援組織である情報連携統括本部として発足し、
名古屋大学の情報戦略の企画立案、情報インフラの整備、情報セキュリティ対策、更には文部
科学省の共同利用・共同研究拠点として国内トップクラスのスーパーコンピュータの使用環境を
提供するとともに、教育研究を支援するための各種の情報化支援サービスを実施しています。

情報メディアスタジオによる映像コンテンツ制作
講義/研究等において映像コンテンツを制作したい教員に対

し、収録スタジオの貸し出し、撮影/編集機材の貸し出し、撮影
や編集方法の相談対応などしています。また、収録した映像コ
ンテンツのスタジオチャンネルを通じた配信も行っています。 映像コンテンツライブラリ

GPUクラスタのType II サブシステム

教育学習支援システム(NUCT)
NUCT(NU Collaboration and course Tools)はLMS型のWebア

プリケーションです。教員は、教材の配布、テスト実施、講義関
連アナウンス、チャットなど、様々なツールを使って授業の実施
/補完ができ、また、紙レポートも含めた採点管理も電子化でき
ます。学生は、いつどこでも教材/資料を閲覧したり、テストを
受けたり、課題を提出したりできます。

紙レポート採点管理自動化(NUCT)

ICTによる教育/研究のDX支援

スーパーコンピュータ「不老」

学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点(JHPCN)

スーパーコンピュータの産業利用促進

計算機資源の提供

JHPCNでは公募型共同研究を毎年募集します。採択されると共同
研究を通じ、全課題合計で228ノード年（Type I）、21ノード年（Type II）
の計算機資源を無償利用可能です(2023年1月締切予定)。特に、(1)
超大規模データ処理、(2)超大容量ネットワーク技術、の研究を強く募
集しています。

「富岳」と同型のType I サブシステム

NUSS（NU Storage Service）は、データの保管/共有のため
のサービスであり、Webブラウザ、WebDAV、専用同期クライア
ントを通して利用可能で、学内外へのデータの配布、学内教職
員間でのデータ共有管理などが可能です。また、認証レベルを
高めたNSSS(NU Secure Storage Service)も提供しています。

教育研究用ストレージサービス(NUSS/NSSS)

スーパーコンピュータ利用を希望する企業に対し、書類審査の上
で、アカデミック料金の2倍（成果公開型）、および、4倍(成果非公開
型)で計算機資源を提供可能です。



BIPROGY グループの ICT インフラトータルサービス企業

マルチクラウド活用を導き、全体最適化をいたします

伴走してまいります

お客さまの次世代 ICT インフラに向けて

ビジネスを強くする視点で



概要

ダークネットの専門家で構成された弊社チームがお客様に合わせて
RADARKをカスタイマイズし、最長30日間にわたってお客様の資産を標
的とする脅威を監視し検知します。さらに検知された情報をお客様専属の
弊社アナリリストが精査し、脅威に関する調査結果、お客様のアタックサ
ーフェスの評価、リスク低減にむけた推奨策をまとめた詳細なレポートを
作成いたします。

世界中でサイバー脅威が高まりを見せる中、企業や組織が自らのアタック
サーフェスについて理解することはもはや必須となっています。ダークネ
ットに関するKELAの専門知識と自動諜報技術を統合したKDNA（KELA
ダークネットアセスメント）は、ダークネットにおける脅威の勢力図を把
握し、それらの脅威が自らのアタックサーフェスに及ぼす影響について理
解したいと考えるお客様をご支援するサービスです。また、ダークネット
の脅威アクターの視点でお客様企業・組織の状態を解説したインテリジェ
ンスレポートも併せてご提供いたします。

KDNA
KELAダークネットアセスメント

1 お客様に興味を持っている脅威アクターについての包括的
な分析

2 ダークネットから見たお客様のアタックサーフェスの詳細な
分析

4 検知された脅威がもたらすリスクを軽減するための推奨策

5 弊社のサイバーエキスパートによる詳細な解説及びご相
談対応

3 漏洩した従業員または顧客の資格情報 (お客様の既存システム
に簡単に取り込んで頂けるよう、すべての未加工データを機
械可読ファイルでご提供します)

サービス内容

成果物
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※記載されている会社名および商品名は各社の商標もしくは登録商標です。※記載の仕様などは予告なく変更になる場合があります。予めご了承ください。

本社 : 東京都品川区東品川2-2-24天王洲セントラルタワー3F

chieru-sales@chieru.co.jp

2022年10月版

平日10時～17時営業時間：

チエル株式会社

チエルは、教育現場の課題を I C T で 解決しますチエルは、教育現場の課題を I C T で 解決しますチエルは、教育現場の課題を I C T で 解決します

●

●

●

●

●

●

●

DX推進・ICT活用
お任せください
DX推進・ICT活用
お任せください
DX推進・ICT活用
お任せください





DX ファーストステップソリューションはこんなお悩みを解決！

なかなか踏み出せないDXのはじめの一歩をキーウェアソリューションズがお手伝い。
様々なソリューションをご用意して、お待ちしています。

キーウェアソリューションズ株式会社
〒156-8588 東京都世田谷区上北沢5-37-18
TEL：03-3290-1111（代表）

キーウェアソリューションズ株式会社 東北支店
〒980-0021 宮城県仙台市青葉区中央3－2－1（青葉通プラザ11階）
TEL：022-713-8191（代表）Mail: tohoku-info@keyware.co.jp

お問合せはこちらまで

別のシステムでも
データを使いたい！

システム間の連携やデータの抽出でデータを利活用！

Step3：データ連携ソリューション

アナログ情報を
デジタル化したい！

Step１：デジタル化ソリューション

AI-OCRやモバイルアプリを利用してアナログ情報をデジタル化！

データの入力が大変！

NEC Software Robot Solution

作成したデータはRPAで自動入力。作業時間とミスを軽減！

Step２：RPAソリューション
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コンソール

運用チーム部局 セキュリティ担当

パブリッククラウド

対策 防御 対応 保護

ロギング・
アラート装置

データセンター

攻撃者・

プライベートクラウド

の新たな脅威をスマートに対処

パブリック プライベートクラウドに分散したアプリケーションを
統合的に管理・保護

ネットワークスジャパン合同会社
〒 東京都港区赤坂 赤坂ガーデンシティ 階

お問い合わせはこちら →

単一のポリシーエンジンと管理コンソールを統合した単一のポリシーエンジンと管理コンソールを統合した
クラウドネイティブなプラットフォームで、サービス提供までの時間を短縮。クラウドネイティブなプラットフォームで、サービス提供までの時間を短縮。クラウドネイティブなプラットフォームで、サービス提供までの時間を短縮。クラウドネイティブなプラットフォームで、サービス提供までの時間を短縮。

を削減し、セキュリティの有効性を高めます。

基本ライセンスに含まれる機能

送信元 評価 相互認証 手動 対策

チャレンジ
対策

（シグネチャベース）
レートリミット

セキュリティポリシー 自動 対策

◼ 基本ライセンス（ベースパッケージ）の特徴

攻撃
正常な
通信

下記の機能を基本ライセンスで使用可能です。 に加えて、
制御や 対策等の機能も含まれています。

課金体系は保護対象アプリケーションの 数がベースとなり
ます。ユーザ数や帯域に基づいた課金は一切ございません。

サービスをオンプレで稼働させ、
管理することも可能。 環境
に応じて柔軟に導入できます。

： データセンターとの接続
を行うためのコンポーネント。
ハードウェア又はソフトウェア
で導入可能です。







講義収録 FOM S Rec
Felica Operation Management Solution

フ ォ ム ス

タッチパネルでかんたん、3 ステップ

講義収録をお手軽に、
誰でも自由に簡単収録。
すべての教室に収録を !

講義収録をお手軽に、
誰でも自由に簡単収録。
すべての教室に収録を !

タッチパネル画面イメージ

簡易収録システム

REC

STOP

カメラの画角を調整

開始ボタンを押す

停止ボタンを押す

1

2

3

教員も 学生も

●見たいコンテンツを簡単に検索

●知りたいところにすぐアクセスができる

●収録データをしっかり活用できる

収録データ管理ソフトとの連携でコンテンツ管理・視聴も使いやすい！さ ら に！

教員の発言内容を AI解析することでキーワード検索が可能。
さらに、検索されたコンテンツのキーワード部分から視聴可能。

学生が今、必要な授業コンテンツをすぐに探しあてる

講義収録の新たな活用方法を提案します。

キーワード・
タグ検索
キーワード・
タグ検索

資料と映像の
同期

資料と映像の
同期

コンテンツ
管理

コンテンツ
管理 Web閲覧Web閲覧

「 AI」 による講義収録コンテンツ活用ソリューション
「 DaAlps for Education」 なら！

製品紹介サイト

公開中

製品紹介サイト 公開中

●カタログに記載の製品名、サービス名などは弊社独自のものを除き、それぞれ各社の商標または登録商標です。●本カタログ中の画面はハメコミ合成です。実際の表示とは異なる場合があります。

●仕様および外観は 製品の改良などのため予告なしに変更する場合があります

〈 お問い合わせ〉

カタログ記載以外の製品や仕様についても幅広くご相談に応じます。不明点はお問い合わせく ださい。

株式会社レスターコミュニケーションズ Web
Mail

www.restarcc.com
info_mk@restarcc.com〒141-0001 東京都品川区北品川5-9-11  大崎MTビル3・ 4 階    TEL： 03-3445-2077

講義収録・音声解析連携システム

文部科学省 スキームD「2021年度Startup Pitch and Conference」採択製品
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ストレージサーバ

収録

管理者

録画指示

アップロード

自動転送

1 画面収録1 画面収録

4 画面収録

動画へのレスポンス基本機能

・タイムラインコメント
・パーソナルコメント
・関連資料添付解説、回答、感想、

評価、質問の書込み

動画の選択 /視聴

視聴分析

大学
講義収録

OSCE
実習収録

教材/研修
動画共有

・視聴分析
・Web編集
・小テスト/アンケート
・デスクトップレコーダー
・ZOOM連携

視聴画面機能

学習動画共有
プラットフォーム

ネットワークカメラ
収 録 シ ス テ ム

基本機能
・最大4映像合成収録
・スケジュール収録

活用シーン
・収録システムとの連携で振り返り/再評価に利用
・再評価や振り返り時に見たい映像を任意に拡大表示

4 画面収録





導入事例 https://www.alaxala .com/jp/introduce/

1 階 10月1日
15：10に接続

● 接続開始時刻

● 接続終了時刻

● 接続先スイッチ
● ポート番号
● VLAN番号

● IPアドレス

● MACアドレス

● ベンダ名

詳細情報やデモ・お試しをご希望の方は以下よりお問い合わせください。　

https://www.alaxala.com/jp/contact/

10月1日
8：50に接続

2 階

3 階

本館 機器の所在や稼働率を可視化

いつ なにがどこで

ネットワーク接続状況が視覚的にわかるトポロジマップ

有線／無線をシームレスで管理

あらゆるメーカーのネットワーク機器で利用可能

エージェントレスによる導入のし易さ

リアルタイムな状況把握に加え、過去の接続状況も確認可能

REST APIを利用すれば、アプリケーション連携も可能

管理

オンライン講義に必要な無線LAN環境を整備すべくAXprimoWを導入。
快適な講義が実現、セキュリティ強化や運用負荷低減も視野に

学外からインシデント通知が寄せられた際の

対応にお困りではありませんか？

アラクサラの「端末トレーサビリティソリューション」なら

過去に遡って対象の端末を容易に特定することができます！

沖縄大学様

帯広畜産大学様

広島大学附属学校様

過酷な北海道の環境において、
11年にわたりトラブルなしで大学ネットワークを支えるアラクサラ製品

広島大学の附属校9校に無線LAN環境を整備
学びの場で共同、創造といった作業が容易に





座学と演習を組み合わせた、理論と実戦に即した教育カリキュラムで、STEP1はe-Learningも提供しています。

従来の区分である「ネットワークエンジニア」と「サーバエンジニア」の垣根を無くし、ソフトウェア技術とプログラミング
技術を利⽤して、外部クラウドを組み合わせた迅速なサービスインフラを設計・構築できるエンジニアの育成を⽬指します。
また、エンジニアにとってチームワークを⾏うために重要な「コミュニケーション能⼒」も重視した⼈材育成を⾏います。

ネットワークの基礎 OS/コンピュータアーキテクチャ インフラセキュリティー 商⽤クラウドを⽤いたサービスの構築
クラウド技術の概要・クラウドサービス構成法 ストレージ技術 インフラ⾃動化 インフラ運⽤監視管理 監視系演習
コンテナ技術と演習 データベース SDN DNS NTP 5G∕NFV概論 インフラ設計論

STEP1カリキュラム

※現在講座はオンラインで実施しています

⼀般社団法⼈
⾼度ITアーキテクト育成協議会
ADVANCED IT ARCHITECT HUMAN RESOURCE DEVELOPMENT COUNCIL

AITAC⼊会/受講に関するお問い合わせはこちら

AITACではIoT時代のITインフラを⽀えるための⼈材、
「アーキテクト⼈材」の育成を⽬指しています。

AITAC が育成を⽬指す⼈材像

3段階のカリキュラム

*1：会員種別による制限あり

https://aitac.jp/contact/
⼀般社団法⼈⾼度ITアーキテクト育成協議会

所在地：東京都新宿区⻄新宿⼀丁⽬6番1号新宿エルタワー12階
理事⻑：中村修（慶應義塾⼤学環境情報学部教授慶應義塾ITC所⻑）

⾃宅にいながらにして、「ネットワーク」や「サーバー」などの従来のインフラ技術だけでなく「クラウド」「SDN」などの
ソフトウェア資源を最⼤限に活⽤してITインフラを⽀えるエンジニアを⽬指すための学習が可能です。

e-learning

STEP1

STEP2
STEP1で学んだことをベースに、習得で
きていない技術については個々で調べな
がら、グループワークで実践的に技術を
学んでいきます

座学・演習にて基礎的な技術を幅広く学ん
でいきます STEP1はe-Learningも提供

STEP3
会員企業へのインターンシップやInterop
Tokyoなどのイベントに参加し、実践を通
してインフラエンジニアとしての経験を
積みます

各STEPには「修了」と「認定」を設定
各STEPにて⽤意されているコンテンツをすべて受けることで「修了」の資格が与えられ
「認定」の条件をクリアすることで次のSTEPに進みます



大学の未来を創るトータルソリューション

GAKUENシリーズは、入学から卒業まであらゆるシーンに対応した
大学向け総合パッケージシステムです。
学内のインフラとして基幹業務に必要な業務プロセスを網羅。
環境の変化に柔軟に対応し、学生・教員・職員・保護者の皆様に安心してずっと使い続けていただけます。

- GAKUENシリーズの特徴 -

- GAKUENシリーズ -

パッケージ
標準機能の充実

学生支援×
教育支援の融合

大学業界ニーズを
製品化

安心・満足の
保守サポート

入学から卒業までの学生情報を一
元管理できる総合事務システム。豊
富な機能で、大学業務のすべてを網
羅しています。

学生・保護者サービスの向上としてスマートフォンに対応。
必要な情報にどこからでもアクセスできます。

大学全ての情報を総合管理することで、学生生活の支援や教育の質
保証、また情報公開を実現できます。いつでもどこでもアクセスでき
る仕組みの提供により、多種多様な教育手法への対応や、学修機会の
充実を図れるポータルシステムを実現します。

入　試 教　務 ポータル 教　務 LMS ポートフォリオ

就　職 学　費 スマホアプリ 教　室 出欠管理

WEB申請 電子マネー 教員タブレット

学生支援

自動証明書発行機 Create Report 就　職

g-event@jast.co.jp
問い合わせ

GAKUEN

スマートフォン対応でサービス向上
レーダーチャートにより学修成果の可視化を実現。

学修のPDCAサイクルを実現します。

ポートフォリオによる学修成果の可視化

プッシュ通知で閲覧率UP
LMS機能スマホ全対応
学生自身での出席登録
学生の利便性大幅向上
保護者機能もスマホ対応

1

2

3

4

5

大学向け総合パッケージ
システム

学修成果をレーダー
チャートで可視化
シラバス・履修登録連携
教育の質保証・質向上
eポートフォリオの実現

1

2

3

4

POINT POINT



シスコ教育機関向けソリューション〉 https://cisco.com/jp/go/education

シスコシステムズ合同会社

教育・研究のためのハイブリットラーニング・ワークスタイル

展示ブースでは教育・研究のためのコラボレーション・ネットワー
ク・クラウド・セキュリティのソリューションを展示いたします。

今までの事業継続・教育の継続としての緊急対応的なハイブリッド
ラーニング・ワークスタイルから前進し、より生産的・効果的な教育
研究のための環境がこれからは重要になると考えます。バーチャルだ
けでなく、対面も重要となる教育ならではのコラボレーションの活用
方法、それを支えるインフラをご紹介します。

あらゆるDXの根底に共通してある「コラボレーション」。
Ciscoが大学様と描くその未来とは？

コロナ禍における緊急対応として広がったオンライン会議システム。
教育、研究、大学運営の現場に広く浸透した一方、その利用は「緊急
対応としてのオンライン会議システム」の延長線上に今なお留まって
いませんか？ DXが加速する今、その従来の枠を超えた「DXを支えるコ
ラボレーションプラットフォーム」を実現していくことは必要不可欠
であり、本セミナーでは、その実現をご支援するWebexの最新ソ
リューションをご紹介します。

出展内容／展示ブース ぜひお立ち寄り下さい

出展者セミナー

AXIES会場内のネットワークインフラ、NOC、及びセッション等を
弊社の最新ソリューションでご支援いたします。

今年のAXIES × Cisco の取り組み



多彩な認証方式とシングルサインオンでセキュリティ強化

ジェイズ・コミュニケーション株式会社

お問合せ先 ：

高スループットと広いカバレッジ、安定した無線 通信帯域制御やセキュリティ追加など、かんたん柔軟

大学ネットワークに迫る脅威をすばやく検知・遮断 かんたん操作で業務とインターネット通信を安全に分離

標準機能で二要素認証 二段階認証に対応、
シングルサインオンでユーザーの利便性を
向上し、パスワードの漏えいリスク低減など
でセキュリティを強化します。

MFA（Multi-Factor Authentication）
SSO（Single Sign-On）

Wireless LAN Access pointSASE（Secure Access Service Edge）

NDR（Network Detection & Response） RBI（Remote Browser Isolation）

特許技術 で高スループットと広
いカバレッジ、抜群の安定した無線 通
信を実現。また、オンプレミスやクラウドな
ど、多彩なコントローラーを利用できます。

帯域の拡張・縮小やセキュリティ機能の追
加など、ニーズの変化に対して、柔軟な設
定と簡単操作のプラットフォームをオンデ
マンドサービスで提供します。

アプライアンスを主要ネット
ワークスイッチのミラーポートへ接続、 が
自動的にネットワーク構造や各アラートを
学習・分析し、高度な監視を行います。

信頼できないインターネットアクセスやクラ
ウドサービスを、 内のコンテナ環境で分
離、 ブラウザによるセキュアなコワー
クスペースを実現します。

校内ネットワークの安定性向上と、

高度なセキュリティ対策を両立する

プロダクト・サービスラインアップ

東京本社 東京都中央区新川 住友不動産茅場町ビル
：

大阪本社 大阪府大阪市淀川区西中島 新大阪セントラルタワー南館
：

※ 本資料に掲載されている会社名および製品またはサービスなどの名称は、各社の商標または登録商標です。

MFA
SSO

SASE
Wireless LAN

NDR
RBI

大学の大学の を、ジェイズのセキュリティ・ネットワーク大学の大学の を、ジェイズのセキュリティ・ネットワークを、ジェイズのセキュリティ・ネットワーク
ソリューションで

を、ジェイズのセキュリティ・ネットワークを、ジェイズのセキュリティ・ネットワーク
ソリューションでソリューションで より強固に、さらに柔軟に。



多くの国内大学から選ばれている
学生向けプリント管理のプラットフォーム

環境・資源・コストに配慮しながら、学生向け
にプリンターや複合機による印刷環境を提供す
るためのプラットフォームです。

大学向けプリント管理システム

TASKGUARD ID
マネージメントシステム
大学内のプリンターや複合機を一括管理!
学生が利用しやすいプリント環境の構築を。

「TASKGUARD ID マネージメントシステム」 とは?
TASKGUARD IDマネージメントシステムは、学生によるプリンターや複合機の利用状況を管理するシステムです。
大学側は予め学生ごとに印刷可能なページ数をポイントとして付与し、学生はこれを消費することで印刷します。
このような上限設定により、大学全体の印刷コストを削減できることが最大の特⾧です。また、プリンターや複合機
にIDカードをかざして個人認証してから印刷することで、プリントの放置による大量の紙廃棄をなくし、他人の印刷
物との取り違えを防ぐ効果も期待できます。ほかにも、学生による私的な印刷を防ぐために印刷内容や枚数をログ
に残したり、コインベンダーを利用することなく課金の仕組みを取り入れることが可能です。TASKGUARD IDマ
ネージメントシステムは、このようなプリント環境にまつわる仕組みを大学のご利用スタイルに合わせて構築できます。



大学の業務改善を支援する
クラウド型DXサービス

クイック集計/投書箱ミニテスト

出席登録 / アンケート プッシュ連絡板

無料モニター募集中‼2022年度

受講場所登録

5分で早わかり動画

zjp_info_campustecho@jp.ricoh.com 

在学生:履修登録方法や就職セミナー、授業料について問合せ先が分からない!
受験生:入試について、オープンキャンパスなどの問合せをしたいが時間外で聞けない。
職 員:問合せ対応に時間がとられ本来の仕事ができない。

導入済み大学様で
こんな悩みを解決しています

校内外からの問合せにチャットで自動対応!

面倒な入力業務は お任せください
A I に よ る O C R 抽 出 と マ ス タ 学 習 柔 軟 な デ ー タ 出 力 方 法

ア ウ ト ソ ー シ ン グ サ ー ビ ス に よ る
高 精 度 な デ ー タ 作 成

安 心 の サ ポ ー ト 体 制

ス モ ー ル ス タ ー ト 可 能 な O C R

まずは商品を知りたい
Cloud OCR シリーズの
製品ページをご覧ください。

デモで詳しく知りたい
オンラインデモを実施しており
ますので、WEBフォームより
お申し込みください。

操作しながら検討したい
WEBフォームより無料トライア
ルをお申し込みください。

お問い合わせ

https://promo.digital.ricoh.com/chatbot/contact

導入事例

お問い合わせ

学生の出席管理 スマホでカンタンにしませんか?







教育ソリューション営業部 TEL:03-5833-8310 FAX:03-5833-8311

□本社 〒101-8631 東京都千代田区東神田1-7-8
□支社/支店/営業所： 関西支社・関東支店・中部支店・北海道営業所・仙台営業所・横浜営業所・九州営業所

－お問い合わせ先－

01

03 ピンとくる

‐アビオット‐ＡＶｉｏｔ

⚫ AIが対面コミュニケーションをサポート
⚫ 話した言葉や関連記事が表示され、アイデア創出につながる

▶タイマー表示▶アイスブレイク

▶話題・ニュースを自動表示▶話題データ抽出

⚫ ノートパソコンやタブレット端末から、音響・映像機器をワンタッチ操作可能

⚫ 学生の端末からでも部屋内のどこからでもワイヤレスで操作できる

▶ワンタッチセッティング

どのボタンで何ができるか直感的に
わかりやすいボタンデザイン

QRコード活用 マルチデバイスで無線操作

▶ワイヤレス操作

利用したいシーンを選ぶだけの
ワンタッチ操作

▶ユニバーサルデザイン

Ｓｏｌｓｔｉｃｅ Ｐｏｄ02 ‐ソルスティスポッド‐

⚫ 教員・学生各自のデバイスから簡単にワイヤレス資料共有(BYOD対応)
⚫ 複数コンテンツ、自由な画面表示でグループワークを活性化（Active Learning機能あり）

▶マルチデバイス対応

パソコン、タブレット、スマートフォン
各種デバイスでご利用いただけます。

▶複数コンテンツの共有

デスクトップだけでなく写真や動画、
アプリケーション画面を複数共有できます。

講演者もアシスタントも、AV操作のため
だけに特定の場所にいる必要なし



■ のコンセプト

学務情報システムのご紹介

https://www.nssol.nipponsteel.com/solution/popup/campussquare/
campus@jp.nssol.nipponsteel.com

のデータ管理は、一つのデータベースによる完全な一元管
理方式です。また、発生する情報をシステムの利用者（職員、教員、学生）
各々が入力する発生源入力に加え、システム利用者が登録・検索・削除といっ
た処理を行う場合に、リアルタイムのチェックを行うことで、常に最新かつ確
実なデータ登録を実現しています。これら３つのコンセプトに基づき、大学内
の様々な情報をリアルタイムに、かつ「学生」「教員」「職員」三者間の情報
共有を高度に支援します。





 





大学の購買担当者の名刺はどのように管理していますか？

大学内の複数の学部では、学部ごとに事務職員や購買担当の方などが外部の業者とやり取りを行う際に名刺交換を行います。

名刺情報を共有し、各学部と外部業者との接点を把握し、一括調達の参考にしたいなどといったお困りごとはありませんか。

大学の購買担当者の

名刺情報を管理・共有するには？

お困りごと

取引している業者との取引内容や関係性などの

情報も把握しておきたい…

業者や製品選びの参考にするために、複数の学部で

営業にきていたけど取引しなかった業者など、出入りしている

業者情報まで共有したい…

サーバー＋
スキャナなど
の機材

構築費用
毎月の

ライセンス

営業支援名刺管理サービスSKYPCE
組織で名刺データを保管・運用するため、

データを保存するサーバー機材等が必要です。

SKYPCEを利用することで、各学部と外部業者との接点などの情報を把握できます。

業者A

学部Bに
業者Aが来ている
ことを知らない

学部A 学部B

大学様

業務で業務で得た得た名刺名刺情報は

購買担当者の名刺はどのように管理していますか？

業務で

会社の

業務で業務で得た得た得た名刺名刺

購買担当者の名刺はどのように管理していますか？

名刺情報は情報は

購買担当者の名刺はどのように管理していますか？

業務で業務で得た得た

会社の会社の会社の重要資産

情報は名刺情報は情報は

重要資産重要資産です



Infoblox BloxOne™ Threat Defense

さくっと脅威対策しませんか ?
お客様の大事な資産を侵害する脅威への対策として ”BloxOne™ Threat Defence” を活用するメリット

「VPN がない、Web プロキシーがない、でも業務を継続しないといけない…」そのような環境でも、重要
な企業データを脅威から守り、かつ、従業員の不適切なサイトへのアクセスを制御する、それが BloxOne 
Threat Defense 導入のメリットの一つです。

お客様の既存ネットーワークを変更せずに導入することが可能なため、たとえ既存ネットワークが刷新され
ても、影響なく効果を持続することができます。

また、本店、拠点、工場、家、カフェ、電車など、その場のセキュリティ基盤の優劣にとらわれず、24 時間 
365 日、一貫したセキュリティポリシーを適用します。

適用タイミングや処理性能も重要で、ブラウザなどからデータ通信が発生する前に検査が実行され、かつ処
理量が Web プロキシーにくらべ高く、効果的かつ効率的な対策です。

重要データの保護およびユーザ行動の制御への解決策をお求めで、かつ初期費用を抑え、末永く利用された
いというお客様は、ぜひこの抜群の費用対効果策をご検討ください。

③ありません

④来ないな…

②問い合わせあて先についてポリシーをチェック

「端末から辿れる企業の重要な資産」

「従業員の貴重な業務時間」

この通信の発生を抑制
データ通信の中身/内容を検閲する場合は
あて先IPを返し、こちらに誘導、追加検査

① に接続したいんだけど住所(IP)は？① に接続したいんだけど住所

②問い合わせあて先についてポリシーをチェック

に接続したいんだけど住所(IP)は？

＝マルウェア配布ドメイン→ Block

＝オンラインゲーム → Block

動作概要

守るべきもの

Web Proxy, 
NGFW, etc.VPN

時間、場所を問わずワンポリシーでバリアをかける！
(必要に応じ、ユーザグループごと、ネットワークごとの個別ポリシーによる差別化）

クラウド上のコンソールからかんたん管理！
残念ながら、既知の脅
威情報によるバリアをす
り抜けようとするゼロデ
イ的なマルウェアが多く
存在します。
BloxOne Threat Defense
は特許技術のマシン
ラーニングでこれもブ
ロックします。

振る舞いを観察し、スコ
アリングによる悪性判定
を行います。

いつ、誰が、どの端末で、どこ
に接続しようとしたのか、ログ
に残しますので、JSOXなどの
監査対応もバッチリです。

運用イメージ
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「Future Class RoomⓇ」は、ICTを活用した
オンラインと対面の効果的なハイブリッド
環境で、国や地域を越えて知恵を共有しな
がら新たな価値を創出する協創空間です。

学校専用キッティング済みの端末をご用意�

ヘルプデスクにて
ご家庭からの問い合わせにも対応�

「ウチダあんしん保証」にて
メーカー範囲外の故障等にも対応�

専用ECサイトにて販売・選べるお支払い方法�
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学校・大学等教
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